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はじめに 

 
 2 年目を迎えた WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業は，COVID-19
感染拡大により一斉休業から始まった。オンラインによる遠隔授業や制限された分散登校の中，新

たな形態での国際交流を模索し続けた一年であった。 
 本事業の特色は，イノベーティブなグローバル人材の育成を継承しつつ，高校生国際会議の開催

や国内外の大学・企業・国際機関等と協働してネットワークを形成し，次世代の人材育成を念頭に

置いたカリキュラムを開発することである。筑波大学は管理機関として，附属坂戸高等学校を拠点

校に国内の 8 校と海外の 4 校を連携校とし，10 の協働機関と AL ネットワークを編成し，『国際フ

ィールドワークを通じて持続可能な国際社会を創る人材育成システムの構築』を開発構想として本

事業に取り組んでいる。本報告書は，コロナ禍での実践内容と成果や今後の課題を報告し，多くの

教育関係者への発信と共有を目的としている。 
 筑波大学は 11 の附属学校を有し，学校群として「先導的教育」「国際教育」「教師教育」の３つ

の拠点構想を立ち上げ，児童生徒及び教職員の人材育成に努めてきた。さらに，この 3 拠点構想を

基盤に筑波型のグローバル人材育成システムとインクルーシブ教育システムの構築を目指し，“境

界を越えて”を合言葉に，環境や文化の異なる者同士の交流を通して，互いの個性を尊重し能力を

高め合う教育活動を推進してきた。2014～2018 年度は，附属高等学校と附属坂戸高等学校が SGH
校の指定を受け，附属駒場高等学校の SSH 研究開発と併せて，国際教育を推進する様々なプログラ

ムを開発してきた。5 つの特別支援学校は各障害教育機関の日本のセンター的な存在として，JICA
等と連携して海外の特別支援学校との連携を図ってきた。本事業では，それらの成果をさらに発展

させるため，以下の 5 つを柱としたプロジェクトを設定し取り組んでいる。 
① 附属坂戸高等学校（事業拠点校）での国内外フィールドワークを取り入れた体系的な探究型カリ

キュラムを開発する。 
② 国内外の大学との連携を図り，留学生派遣と受け入れの推進，先取り履修等の接続を視野に入れ

た高度な学習を可能にする学習環境を整備する。 
③ 事業連携校とグローバル人材育成システムに関する情報交換と比較研究，教員研修も兼ねた合同

海外フィールドワーク等により成果を検証する。 
④ 筑波大学の特色である「オリンピック・パラリンピック教育」と「インクルーシブ教育」を通し

たマインドセットを涵養し，国内外の活動や国際大会への参加を推進する。 
⑤ 高校生 SDGs 国際会議を開催して成果を発表・共有し，社会に発信する。 

 持続可能な世界を実現するために，地球上の誰一人として取り残さないために，SDGs では 17
のゴールと 169 のターゲットが定められている。本事業では，多くの高校がこれらを共通の探究課

題として国内外の連携校とともに取り組んできた。今年度は，さらに COVID-19 感染拡大が突き付

けられ，環境や文化の異なる海外の人々と協働して国際的な社会問題に取り組む重要性が増大した。

今後は，これらの諸課題に対する問題提起から解決を目指す探究過程を重視し，リーダーシップお

よびフォロアーシップを発揮できる人材の育成に貢献していきたい。 

（筑波大学附属学校教育局次長 濱本 悟志） 
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Ⅰ WWL コンソーシアム構築支援事業の概要と令和元年度拠点校一覧（文部科学省の HPより） 
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（別紙様式３） 

 

  令和 3 年 3 月 31 日 
 

事業完了報告書 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 
 
              住所     茨城県つくば市天王台一丁目 1 番 1 
              管理機関名  国立大学法人筑波大学 
              代表者名   契約担当役財務担当副学長 勝野 頼彦  
 
令和 2 年度 WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業に係る事業

完了報告書を，下記により提出します。 
 

記 
 
１ 事業の実施期間 
     令和 2 年 4 月 23 日（契約締結日）～令和 3 年 3 月 31 日 
 
２ 事業拠点校名  

学校名 国立大学法人筑波大学附属坂戸高等学校 
学校長名 田村 憲司 

 
３ 構想名 
     国際フィールドワークを通じて持続可能な国際社会を創る人材育成システムの構築 
 
４ 構想の概要 

次世代のグローバル人材育成を念頭に，社会課題の発生している現場での「国際フィール

ドワーク」を積極的に取り入れた体系的な探究型カリキュラムを開発し，国際社会において

文化の異なる海外の人々と協働して社会的問題に取り組んだ上で，問題提起から解決に至る

過程でリーダーシップおよびフォロワーシップを発揮できる人材を育成するためのシステム

構築を行う。 
 それらの成果を高校生が主体的に発表・共有の上，世界に発信する場として，国内外の連

携校や国内外の大学・研究機関，ASEAN の国際機関・企業等とネットワークを形成後，国内

外の高校生が一堂に会する「高校生 SDGs 国際会議」を開催する。さらに 10 年後，SGU とし

て海外に 13 のオフィスを持つ筑波大学の世界展開力を活用し，附属学校群もアジアから世界

にネットワークの輪を広げ，世界の舞台で活躍できるグローバル人材の育成システムの構築

を目指す。 
 
５ 教育課程の特例の活用の有無：有 ｢家庭基礎｣を｢グローバルライフ｣として実施している。 
 
６ 管理機関の取り組み・支援実績 
（１）実施日程  

業務項目 実施期間（令和 2 年 4 月 23 日 ～ 令和 3 年 3 月 31 日） 
WWL マネジメン

ト会議の開催 
5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

本学附属学校教育局における構成員を中心に，AL ネットワーク全体の統括と調整のため，会議を

毎週実施（定例は火曜日） 
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Ⅱ 令和２年度筑波大学 WWL事業の完了報告書 
   

令和 3 年 3 月 31 日 
 

事業完了報告書 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 
 
              住所     茨城県つくば市天王台一丁目 1 番 1 
              管理機関名  国立大学法人筑波大学 
              代表者名   契約担当役財務担当副学長 勝野 頼彦  
 
令和 2 年度 WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業に係る事業

完了報告書を，下記により提出します。 
 

記 
 
１ 事業の実施期間 
     令和 2 年 4 月 23 日（契約締結日）～令和 3 年 3 月 31 日 
 
２ 事業拠点校名  

学校名 国立大学法人筑波大学附属坂戸高等学校 
学校長名 田村 憲司 

 
３ 構想名 
     国際フィールドワークを通じて持続可能な国際社会を創る人材育成システムの構築 
 
４ 構想の概要 

次世代のグローバル人材育成を念頭に，社会課題の発生している現場での「国際フィール

ドワーク」を積極的に取り入れた体系的な探究型カリキュラムを開発し，国際社会において

文化の異なる海外の人々と協働して社会的問題に取り組んだ上で，問題提起から解決に至る

過程でリーダーシップおよびフォロワーシップを発揮できる人材を育成するためのシステム

構築を行う。 
 それらの成果を高校生が主体的に発表・共有の上，世界に発信する場として，国内外の連

携校や国内外の大学・研究機関，アセアンの国際機関・企業等とネットワークを形成後，国

内外の高校生が一堂に会する「高校生 SDGs 国際会議」を開催する。さらに 10 年後，SGU と

して海外に 13 のオフィスを持つ筑波大学の世界展開力を活用し，附属学校群もアジアから世

界にネットワークの輪を広げ，世界の舞台で活躍できるグローバル人材の育成システムの構

築を目指す。 
 
５ 教育課程の特例の活用の有無：有 ｢家庭基礎｣を｢グローバルライフ｣として実施している。 
 
６ 管理機関の取組・支援実績 
（１）実施日程  

業務項目 実施期間（令和 2 年 4 月 23 日 ～ 令和 3 年 3 月 31 日） 
WWL マネジメン

ト会議の開催 
5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

本学附属学校教育局における構成員を中心に，AL ネットワーク全体の統括と調整のため，会議を

毎週実施（定例は火曜日） 
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業務項目 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
WWL 調整会議の

開催 
事前準備，幹

事管理機関取

り組み（合同

連絡協議会）

との連携→第

1 回をメール

会議で実施 

拠点校海外研修およ

び連携校の国際化取

り組みの検討

→COVID-19 拡大の

影響で，海外派遣は

すべて中止，オンラ

イン交流の検討 

第 2 回

をオン

ライン

会議で

実施 

幹事管理機関取

り組み（全国高

校生フォーラ

ム）との連携 

全国高

校生フ

ォーラ

ム分科

会への

協力 

事前準

備 
第 3 回を

オンライ

ン会議で

実施 

次年度

の構成

員の検

討と依

頼 

WWL 運営指導委

員会および検証

委員会の実施 

運営指導委員会・検証

委員会構成員委嘱，本

年度の WWL 事業の年

間計画の COVID-19 拡

大での変更 

事前準備，高校生

SDGs 国際会議に

おける海外委員の

COVID-19 拡大で

の調整対応等 

運営指

導委員

会・検

証委員

会の開

催 

高校生 SDGs 国
際会議連携に係

る振り返り，オ

ンライン国際交

流への評価 

事前準備（次年度委嘱お

よび年度内取り組み総

括），COVID-19 拡大での

次年度の活動への助言 

附属学校国際教

育推進委員会お

よびオリンピッ

ク教育推進専門

委員会の開催 

全附属学校の

取り組みとし

て事前準備，

第 1 回をメー

ル会議で実施 

COVID-19 拡大での

附属学校における国

際教育・オリパラ教

育と普及活動等の取

り組み整理 

第 2 回

をオン

ライン

会議で

実施 

連携校 6 校の高

校生 SDGs 国際

会議および全国

高校生フォーラ

ムへの準備と参

加 

第 3 回

をオン

ライン

会議で

実施 

本年度の COVID-
19 拡大での取り

組みの振返り，

次年度取り組み

内容の検討 

第 4 回

をオン

ライン

会議で

実施 

 
（２）実績の説明 
【実施体制の整備】 
a. 管理機関による研究開発・実践の組織的な整備状況 

WWL 事業での 5 つの柱となるプロジェクトを円滑に遂行するため，以下のように担当者

を配置し，組織を整備した。 
① WWL マネジメント会議 

当初の計画通り。毎週火曜日あるいは水曜日に開催し，以下のメンバーで AL ネットワー

ク全体の統括と調整および幹事管理機関としての業務を行った。 
・茂呂 雄二  副学長・附属学校教育局教育長 管理機関担当部署総責任者 

 ・濱本 悟志  附属学校教育局次長（教員）  プログラムの立案と運営の統括 
 ・太田 敏彦  附属学校教育局次長（事務）  管理機関担当部署事務の統括 
 ・雷坂 浩之  附属学校教育局教育長補佐（教授） プログラムの立案と運営の統括 
 ・岩澤 一雄  東京キャンパス事務部企画推進課長    管理機関担当部署事務の統括 
 ・市瀬 博史  東京キャンパス事務部主幹（企画推進）  管理機関担当部署事務の副統括 

② WWL 調整会議 
 以下の日程で会議を開催し，各議題について審議した。 

・第 1 回会議（令和 2 年 5 月 19 日（火）～6 月 1 日（月）COVID-19 拡大のためメール会議） 
議題：WWL 調整会議の目的および構成員の確認，これまでの WWL 事業の実績報告（拠

点校および管理機関），令和 2 年度年間計画の提示 
 ・第 2 回会議（令和 2 年 9 月 15 日（火）オンライン会議（Zoom 使用）） 

議題：前回の議事録の確認，筑波大学 WWL 事業全般の活動報告，附属坂戸高等学校（拠

点校）の活動報告，WWL 全国管理機関の活動報告，全活動の今後の予定 
 ・第 3 回会議（令和 3 年 2 月 19 日（金） オンライン会議（Zoom 使用）） 

議題：前回の議事録確認，令和 2 年度の COVID-19 拡大での実践報告（筑波大学 WWL
事業全般，附属坂戸高等学校（拠点校），連携校，幹事管理機関），令和 3 年度

の計画案（幹事管理機関の活動を含む）の提示 
WWL 調整会議の構成員は，AL ネットワークの下で実施する 5 つのプロジェクトの計画， 

実施報告，自己検証を行うために，最終的に次頁のように決定して配置することとした。 
全体会議は以上のように 3 回（メール会議，オンライン会議を含む）開催であるが，プロ

ジェクト毎には連絡を取り合った上で協議を重ねた。 
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① ② ③ ④ ⑤

附属学校教育局 教育長 茂　呂　雄　二 管理機関

附属学校教育局 次長（教員担当） 濱　本　悟　志 管理機関／カリキュラム・アドバイザー

附属学校教育局 次長（事務担当） 太　田　敏　彦 管理機関

附属学校教育局 教育長補佐 雷　坂　浩　之 管理機関

附属学校教育局 准教授 飯　田　順　子 管理機関、特に成果検証

附属学校教育局 講師 木　村　範　子 管理機関、特にカリキュラム

附属学校教育局 特任助教 荒　井　穂菜美 管理機関／海外交流アドバイザー 新

人間系 教授 大　川　一　郎 成果検証／SGHの管理機関

人間系 助教 登　藤　直　弥 成果検証

教育開発国際協力研究センター 教授／センター長 礒　田　正　美 国際ネットワーク ○ ○ ○

生命環境系／グローバル・コモンズ機構 准教授／部門長 野　村　名可男 国際ネットワーク／高度な学習の支援 ○ ○ ○ ○

人文社会系 教授／系長 青　木　三　郎 高度な学習の支援（SDGs関連） ○ ○ ○ ○

システム情報工学系 教授 藤　川　昌　樹 高度な学習の支援 ○ ○ ○

附属坂戸高等学校 校長 田　村　憲　司 事業拠点校

附属坂戸高等学校 副校長 深　澤　孝　之 事業拠点校

附属坂戸高等学校 主幹教諭 建　元　喜　寿 事業拠点校

附属坂戸高等学校 教諭 吉　田　賢　一 事業拠点校

附属坂戸高等学校 教諭 ラッセル スミス 事業拠点校

附属坂戸高等学校 教諭 中　臺　昇　一
事業拠点校、特に合同フィールドワーク（豪
州）

附属高等学校 教諭 川　﨑　宣　昭
連携校／合同フィールドワーク（豪州）、国
際会議

○ ○

附属高等学校 教諭 中　塚　義　実
連携校／オリパラ教育（クーベルタン・ユー
ス・フォーラム）、国際会議

○ ○ ○

附属駒場高等学校 主幹教諭 三井田　裕　樹
連携校／合同フィールドワーク（豪州）、国
際会議

○ ○ ○

附属視覚特別支援学校
特別支援教育推進連携グループ

教諭 佐　藤　北　斗
連携校／特別支援関連、国際会議（附属視覚特

別支援学校高等部・附属聴覚特別支援学校高等

部・附属桐ヶ丘特別支援学校高等部）

○ ○ ○

お茶の水女子大学附属高等学校 副校長 溝  口　　　恵
連携校／合同フィールドワーク（豪
州）、国際会議

○ ○ 新

東京学芸大学附属国際中等教育学校 校長 荻　野　　　勉
連携校／合同フィールドワーク（豪
州）、国際会議

○ ○ 新

東京学芸大学附属国際中等教育学校 副校長 雨　宮　真　一
連携校／合同フィールドワーク（豪
州）、国際会議

○ ○ 新

事務組織

所　　　　　属 職　　名 氏　　名 備　　　考 ① ② ③ ④ ⑤

東京キャンパス事務部企画推進課 課長 岩　澤　一　雄 管理機関

東京キャンパス事務部企画推進課 主幹（企画推進） 市　瀬　博　史 管理機関

東京キャンパス事務部企画推進課 係長 春　名　禎　貴 管理機関

東京キャンパス事務部企画推進課 専門職員 佐　藤　兆　昭 管理機関

東京キャンパス事務部企画推進課 事務補佐員 高　田　智　子 管理機関

東京キャンパス事務部企画推進課 海外交流アドバイザー 中　野　華　子 管理機関

東京キャンパス事務部企画推進課 事務補佐員 浅　井　政　之 管理機関

東京キャンパス事務部企画推進課 事務補佐員 山　村　潤　子 管理機関

筑波大学ＷＷＬ（拠点校：附属坂戸高等学校）調整会議構成員名簿

２０２０年４月現在

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

所　　　　　属 職　　名 氏　　名 備　　　考
主な担当プロジェクト

○

○

○

成果検証

○

○

成果検証

成果検証

○
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③ 附属学校国際教育推進委員会 
 以下の日程で会議を開催し，各議題について審議した。 

・第 1 回会議（令和 2 年 5 月 26 日（火）～6 月 5 日（金）COVID-19 拡大のためメール会議） 
議題：令和 2 年度活動計画（国際教育，イングリッシュルーム），令和 2 年度イングリッ 

シュルーム経費配分について，WWL コンソーシアム支援事業の令和元年度の総 
括と令和 2 年度の計画，附属学校「グローバル教育の世界地図（6 版）」について， 
委員会開催日程と議題について 

 ・第 2 回会議（令和 2 年 9 月 15 日（火）オンライン会議（Zoom 使用）） 
議題：令和 2 年度国際教育・イングリッシュルーム活動について，WWL コンソーシア 

ム構築支援事業について，附属学校国際教育推進委員会報告書（第 12 集）の作成に 
ついて，附属学校「グローバル教育の世界地図（7 版）」について 

 ・第 3 回会議（令和 2 年 12 月 15 日（火） オンライン会議（Zoom 使用）） 
議題：令和 2 年度国際教育・イングリッシュルーム活動について，WWL コンソーシア 

ム構築支援事業について，全国高校生フォーラムについて，附属学校国際教育推 
進委員会報告書（第 12 集）の作成について，グローバル教育の世界地図について 

・第 4 回会議（令和 3 年 3 月 2 日（火） オンライン会議（Zoom 使用）） 
議題：令和 2 年度活動報告（国際教育，イングリッシュルーム），令和 2 年度 WWL コンソ 

－シアム構築支援事業報告，令和 3 年度 WWL コンソーシアム構築支援事業計画， 
令和 2 年度の総括と令和 3 年度の課題について 

 
b．管理機関による関係機関との情報共有体制の整備状況 

AL ネットワークの下で 5 つのプロジェクトを実施したが，その情報伝達と共有は委員会に

よる会議（COVID-19 拡大のためメール会議およびオンライン会議）を開催した。委員会につ

いては，当初の計画通り以下のように整備した。 
① 附属坂戸高等学校での海外フィールドワークを取り入れた探究型カリキュラム開発 

【研究部を中心にした校内推進委員会】随時開催 
責任者：濱本 悟志（管理機関カリキュラムアドバイザー） 
構成員：附属坂戸高等学校校長・副校長・主幹教諭（研究担当）・担当教員 

② 附属坂戸高等学校での高大連携と高度な学習環境の整備等 
【大学と附属学校連携委員会】5 回開催 

委員長：濱本 悟志（管理機関プログラムの立案と運営の統括者） 
構成員：海外交流アドバイザー，附属学校教育局指導教員，筑波大学国際室，教育開発

国際協力研究センター（CRICED）担当者，東南アジア教育大臣機構（SEAMEO）

担当者，生命環境系研究室担当者，体育系研究室担当者，附属学校研究部主任 
【附属坂戸高等学校－筑波大学連携小委員会】1 回開催 
 委員長：田村 憲司（附属坂戸高等学校校長） 
 構成員：筑波大学各学類長，附属坂戸高等学校副校長・主幹教諭，管理機関カリキュラ

ムアドバイザー 
③ カリキュラム比較研究および合同海外フィールドワークの開発 

【合同海外フィールドワーク連携校チーム】4～7 月に随時メール会議を行い，中止を決定 
責任者：濱本 悟志（管理機関プログラムの立案と運営の統括者） 
構成員：連携校主幹教諭・教諭（筑波大学附属坂戸・高校・駒場・視覚特別支援， 

東京学芸大学附属国際中等教育学校，お茶の水女子大学附属高等学校） 
④ オリンピック・パラリンピック教育とインクルーシブ教育の推進と発信 
【筑波大学オリンピック教育プラットホーム（CORE）運営委員会】4 回開催 
責任者：真田 久（筑波大学体育系教授） 
構成員：WWL マネジメント会議構成員，筑波大学体育系教員 
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【附属学校オリンピック教育推進専門委員会】4 回開催 
委員長：茂呂 雄二（管理機関担当部署総責任者） 
構成員：WWL マネジメント会議構成員，CORE 運営委員，附属学校保健体育科教員 

【特別支援教育連携推進グループ】毎週開催 
責任者：雷坂 浩之（管理機関プログラムの立案と運営の統括） 
構成員：附属特別支援学校代表者 

 【共生シンポジウム教職員実行委員会】5 回開催 
委員長：伊藤 僚幸（附属聴覚特別支援学校校長，附属学校教育局指導教員） 
構成員：附属学校教育局指導教員，各附属学校から選出された教員 

⑤ 高校生 SDGs 国際会議の実現 
【WWL 調整会議】3 回開催 
 責任者：茂呂 雄二（管理機関担当部署総責任者） 
 構成員：WWL マネジメント会議構成員，附属坂戸高等学校校長，副校長，担当責任者 

（研究主幹），CRICED，研究室代表者，国内連携校 
【国内海外教員ミーティング：運営委員および検証委員も参加】国際会議時に開催 
 責任者：茂呂 雄二（管理機関担当部署総責任者） 
 構成員：管理機関カリキュラムアドバイザー，海外交流アドバイザー，高校生 SDGs 

国際会議の国内外参加教員，連携機関代表者 
 

c. 管理機関の長および拠点校等の校長の役割 
管理機関担当部署の附属学校教育局の教育長は，2 名の次長・教育長補佐とマネジメント組

織を形成し，文部科学省と連携して全国高校生フォーラム等の運営を，筑波大学の関連する

部署（国際室，CRICED，グローバル・コモンズ機構等）および高大連携の軸となる研究室（人

文社会系，生命環境系，システム情報工学系等）と連携して高大連携を推進した。 
 事業拠点校の附属坂戸高等学校の校長は，管理機関カリキュラムアドバイザーと連携して，

国内での国際交流フィールドワークの開発および高大連携による高度な学習環境の整備にあ

たった。特に後者では，生命環境系の研究室および人文社会系の地球規模課題学位プログラ

ムと連携し，オンライン実施の全国高校生フォーラムの分科会で高大連携を具体化した。 
 
d. 運営指導委員会の開催実績および検証組織等での検証収集資料等の状況 

以下の構成員で，附属学校教育局に「WWL 運営指導委員会」および「WWL 検証委員会」

を設置し，専門的見地から指導・助言を得るために，令和 2 年 10 月 31 日（土）の高校生 SDGs
国際会議に合わせて海外の委員とオンラインでの意見交換を行った。 
① 議題 
 WWL コンソーシアム構築支援事業運営指導委員会・検証委員会の設置要項，WWL 運営 
指導委員会・検証委員会構成員の決定，文部科学省 WWL コンソーシアム構築支援事業の概 
要，筑波大学 WWL コンソーシアム構築支援事業の概要，附属坂戸高等学校（拠点校）の活 
動報告，高校生 SDGs 国際会議の評価，連携校を含む令和元～2 年度の実施内容と今後の計 
画，WWL コンソーシアム構築支援事業の効果測定 
② 「WWL 運営指導委員会」および「WWL 検証委員会」の構成 

WWL 事業の効果測定では，附属高等学校および研究グループでの Web アンケートを実施

し，6 つの尺度（「国際的資質」「グローバルオリエンテーション」「英語学習動機」「英語

の授業に関する自己効力感」「将来のグローバルな活動希望」「PPDAC（問題発見力，解決

策立案力，データ・情報の収集力，分析力，提案力に対する自信」）から経年的な変化（伸

び）や他集団との違いを調査して分析した。 
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運 営 指 導 委 員 会 構 成 員 名 簿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
e. 拠点校等の卒業生追跡調査の仕組みの構築およびその情報収集の状況 

拠点校では，国際フィールドワーク参加者を中心に，卒業後の追跡調査を実施している。

継続的にメール等で意見交換を進め，調査の目的によって対応できる体制が整っている。 
海外連携校の卒業生のうち，日本国内の大学への学士課程留学者にもすでに連絡調整を行

い，日本の国際教育プロジェクトの参加による海外の高校生の印象変容の調査を開始した。 
国内外での対面による調査は難しい状況が数年以上継続することが予測されるが，ZOOM

による聞き取りを試行しており，インタビュー調査を行える体制も整備しつつある。 
 
f. 海外の連携校および留学生の学習や生活を支援する体制 
 拠点校においては，20 年以上，留学生や海外からの訪問者の受け入れを行っている。特に，

拠点校における海外からの受け入れが最も多い ASEAN 地区からは，インドネシア人教員お

よびフィリピン人教員を常勤で採用しており，さらに 2019 年度，タイからの高校生の留学を

1 年間（ホームステイ），タイの大学生 2 名の 3 週間の研修（校内合宿所）の受け入れを行

い，新しいノウハウが蓄積された。生活支援体制が大いに整ったといえる。 
 海外在留生特別選抜入試を実施している関係から，海外からの照会も増えており，その際

に構築されたネットワークにより，海外事情の情報蓄積が進んでいる。国内でも外国人コミ

ュニティとのネットワークの構築に努めており，困難発生時の相談先の開拓を進めている。 
 本年度の受け入れは全て止まったが，COVID-19 の状況が改善され次第，受け入れを再開する。 
 
g. 拠点校での波及効果（授業改善・教職員や生徒の意識改革） 
 COVID-19 拡大に伴った授業運営で，困難な局面は多数あったものの，オンラインを活用し

た高大連携授業や海外校との連携授業など，外部と連携した授業の実践が飛躍的に進んだ。

国内外の各機関と連携したオンラインによる学習活動について，特別な活動と考えて実施し

ている教員は極めて稀となり，オンライン教育が日常化する波及効果を及ぼしたといえる。 
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女子栄養大学　常務理事 染  谷  忠  彦

東京大学 名誉教授 岡　野　達　雄

東京都市大学環境情報学部　教授 佐　藤　真　久

駐日ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ共和国大使館林業アタッシェ Riva Rovani

インドネシア政府環境林業省、グヌングデパンランゴ国立公園、森林生態系管理官 Ade Bagja　Hidayat

TRASHION INDONESIA 代表 Herianti Porsi Simarmata

筑波大学副学長・理事 BENTON Caroline F.

筑波大学副学長・附属学校教育局教育長 茂　呂　雄　二

筑波大学生命環境系　准教授 野 村　名 可 男

筑波大学人文社会系　教授 青　木　三　郎

筑波大学生システム情報工学系　教授 藤　川　昌　樹

千葉大学教育学部、千葉大学大学院教育学研究科　教授 辻　　　耕　治

名古屋学院大学　准教授 工　藤　泰　三

筑波大学人間系　教授 大　川　一　郎

附属学校教育局 准教授 飯　田　順　子

オ
ブ
ザ

バ

検　証　委　員　会　構　成　員　名　簿

区分 役　　職　　名 氏　名

オブザー

バー

委
員

氏　名役　　職　　名区分

委
 
 
 
 
 
　
員

  10  



7 
 

 平成 26 年度から継続的に実施しているインドネシア国際フィールドワークは，COVID-19
の影響で令和 2 年度中は実施できなかった一方，日本とインドネシアの卒業生が，現役高校

生にむけた国際フィールドワーク説明会や 2 ヶ国間の高校生の交流会を協働でオンラインに

て実施し，拠点校と海外連携校の卒業生同士が国を越えて協働する波及効果を示した。 
 
j. 幹事管理機関としての取り組み 
① 事務連絡会および連絡協議会のオンライン開催 

令和 2 年 7 月 29 日（水）に，SGH・WWL 事業事務連絡会を文部科学省主催にて，令和 2
年 10 月 29 日（木）に，SGH・WWL 事業連絡協議会を筑波大学主催にてオンラインで開催し

た。連絡協議会は，SGH 指定校 8 校，アソシエイト（SGH）1 校，WWL16 校などから関係者

約 130 名が参加した。第 1 部では「新型コロナウィルス感染症拡大の影響下における各指定

校の SGH および WWL の取り組みにおける工夫や困難な事例等」と題して 3 件の発表が行わ

れ，第 2 部では「各事業実施に際しての各指定校におけるカリキュラム・マネジメントの検

討例」と題して 2 件の発表が行われ，活発な質疑応答と貴重な情報交換が行われた。 
② 全国高校生フォーラムのオンライン開催 

令和 2 年 12 月 20 日（日）に，文部科学省・筑波大学主催による「SGH・WWL コンソーシ

アム構築支援事業全国高校生フォーラム」をオンラインにて開催した。SGH 指定校 11 校，

SGH アソシエイト 1 校，WWL 事業拠点校や連携校 53 校（スウェーデン，フィリピン，台

湾からの海外参加 3 校も含む）の計 65 校の代表生徒や留学生など，全国 47 都道府県から

約 500 名が参加した。COVID-19 拡大の影響で，事前にポスタープレゼンテーションを動

画配信して審査を行い，当日は同時双方向性のオンラインで 8 つの分科会を実施した。分

科会は，筑波大学が中心に運営し，SDGs17 目標を念頭にした 4 つのテーマ「格差のない社

会をめざして」「自然環境と生活」「社会的環境と生活」「持続可能な産業と開発」に分け，

英語で 8 つの分科会を実施し，グローバルな社会課題の解決に向けた学びと交流を行った。 
③ WWL 専用ホームページの開設と普及 

WWL 構想の概要や WWL 関係校の情報を掲載し，WWL 関係校から寄せられる活動予定や 
活動報告等を随時更新して発信することによって，各校の取り組み情報等の発信を広く行っ

た。アクセス数が特に多かったのは，「WWL とは」についてと「2020 年度全国高校生フォ

ーラム」についてのページであった。総アクセス数は，2020 年度中に 2 万件を超えている。 
 
【財政等支援】 
a. 管理機関の自己負担による追加支援（計画段階に追加） 
将来的な自走を踏まえ，令和 2 年度は以下の人的および財政的な支援を行った。 

①  人的な支援（人件費）について 
管理機関担当部署の附属学校教育局には，指導教員（教授，准教授，講師，特任助教，附

属学校校長）が配置され，グローバル人材育成に関する指導・助言および各種支援を行っ

ている。令和 2 年度から，海外交流アドバイザーの役割を担う指導教員を新規に採用し，外国

人常勤教諭を 3 名に増員の上，今後は長期的に事業へ取り組む体制を整えることとした。 
② 財政的な支援について 

当初計画していた財政的な支援は，COVID-19 拡大の影響で以下のように変更を行った。 
・拠点校の国内フィールドワークの引率教員および生徒の経費→中止により支援なし 
・拠点校の ASEAN 校外学習の引率教員および生徒の経費→中止により支援なし 
・拠点校の国際フィールドワーク（インドネシア編） →中止により支援なし 
・合同国際フィールドワーク（豪州編） 引率教員および生徒の経費→中止により支援なし 
・高校生国際 SDGs 国際会議の会場費およびその他の経費→オンライン実施で支援なし 
海外派遣や受け入れ，国内での対面会議は中止としたが，取り組みの多くをオンラインで

実施した。オンライン授業や会議実施のため，各種プログラムやその準備に使用する通信

システム等を活用できるよう新たに整備した。 
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b. 人的または財政的な支援状況および研修やセミナー等の実施状況 
令和 2 年度当初から，財政的な支援を実施しつつ，拠点校においてオンラインによる授業

や研修等を実施できる体制を整えた。また，令和 2 年 10 月 1 日（木）に，栃木県那須塩原市

のアジア学院において，拠点校の教員が参加し，COVID-19 拡大下におけるフィールドワーク

の在り方に関する研修を実施した。令和 2 年 10 月 31 日（土）には，オンラインによる高校

生国際 ESD シンポジウムを実施した。その際も，WWL の連携企業である IC-NET の支援を

得ながら，オンラインによる国際会議を実施するための教員研修を進めた。令和 3 年 2 月 12
日（金）に実施した第 24 回総合学科研究大会兼第 2 回 WWL 研究大会では，WWL 事業に関

する情報提供および分科会を開催し，全国の教員等とオンラインによるセミナーを実施した。 
海外校（国際連携協定校）とは，オンラインによる意見交換を複数回実施した。また，令和

2 年 12 月に SEAMEO の School’s Network に加盟したことにより，ネットワーク内で共有され

ている多数の国際会議やセミナーに参加できるようになった。来年度はオンラインの利点を

活用し，こうした財政負担の少ない形での国際セミナーへの参加も促していく予定である。 
 
c. 支援期間終了後の事業の継続的な実施に向けた計画 

WWL 事業の AL ネットワークを形成し，コンソーシアムとして研究開発に取り組むという

特色を活かした上で，事業の共同化や財政の相互負担を推進して持続可能な取り組みへと発

展させていく必要がある。大学経費および附属学校教育長裁量経費に併せ，国内外連携校の

自己負担と関連機関の資金援助を視野に，企画を立案して運営していきたい。 
 
【AL ネットワークの形成】 
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a. AL ネットワーク運営組織の実績 
令和 2 年度は，5 つのプロジェクトを実施するための上記のネットワークが機能し，COVID-

19 下でも筑波大学の国際展開力を活用の上，オンラインでの国際交流を推進した。 
 

b. AL ネットワーク運営組織による新たな協働事業の開発と有効な事業実施 
① AL ネットワーク全体の統括と調整 

管理機関担当部署の筑波大学附属学校教育局内で毎週開催される「WWL マネジメント会

議」（教育長，次長 2 名，教育長補佐，特命補佐等）にて，AL ネットワーク全体にわたっ

ての円滑な事業運営の検討とその評価を随時行った。 
② AL ネットワーク全体の情報伝達と共有 

筑波大学および拠点校・連携校で「WWL 調整会議」を組織し，5 つのプロジェクト①～⑤

の機能に合わせて各委員を編成した。全構成員が集まる年 3 回の会合で，WWL 全体の進

行と COVID-19 下での各プロジェクトの進捗状況を互いに報告・共有した。 
③ 海外フィールドワークと育成カリキュラム開発での情報共有体制 

事業拠点校の正副校長，カリキュラムアドバイザー，担当責任主幹教諭の下，国内外の連

携校や関連機関と連絡を取り合って情報共有した。その際，CRICED を通して SEAMEO 高

校ネットワークに加盟し，ASEAN 諸国の高校と関連機関の情報伝達と共有を強化した。 
④ 高大連携・接続・留学等での情報共有体制 

既存の大学・附属学校連携委員会（年 5 回開催）に，筑波大学国際室，CRICED，生命環境

系研究室，人文社会系研究室の担当者を加え，情報伝達と共有を強化した。拠点校を含む

筑波大学附属の 6 校（坂戸高等学校，高等学校，駒場高等学校，視覚特別支援高等部，聴

覚特別支援高等部，桐が丘特別支援高等部）による WWL 事業活動報告と計画の確認を行

い，グローバル人材育成の観点から共有を図った。 
⑤ カリキュラム比較研究および合同海外フィールドワークでの情報共有体制 

令和 2 年 2～3 月に実施した拠点校および連携校によるオーストラリアのタスマニア教員

研修の成果を活かし，高校生合同海外派遣を令和 3 年 3 月実施予定で計画して準備に入っ

たものの，COVID-19 拡大のため 7 月に断念した。この後の感染状況も楽観できず，国内

での合同国際交流への移行も視野に入れて準備を開始した。 
⑥ オリンピック・パラリンピック教育とインクルーシブ教育での情報共有体制 

2020 年度のオリンピック・パラリンピック東京大会の延期で，その成果をボランティア等

で発揮することは今年度できなかった。一方で，次年度開催に向け，筑波大学と中京大学

共催にて，「クーベルタン-嘉納ユースフォーラム 2020 兼日本オリンピックアカデミー第

8 回ユースセッション」を 12 月 26～27 日にオンラインで開催した。インクルーシブ教育

では，COVID-19 拡大の影響で筑波大学全附属が参加する共同生活を中止にしたが，『交流

・共生』をテーマに各附属学校児童生徒によるプレゼンテーションリレーを実施した。 
⑦ 高校生 SDGs 国際会議での情報共有体制 

10 月 31 日（土）の「第 9 回高校生国際 ESD シンポジウム・第 2 回高校生 SDGs 国際会議」

をオンラインで開催し，SDGs の諸課題について，海外校 5 ヶ国 7 校と国内校 6 校が英語

で討論を重ねた。今年度は，オーストラリアやネパールからの新規参加があった。拠点校

が SEAMEO 高校生ネットワークに加盟したことから，次年度は海外からの参加がさらに

増えることが予想される（詳細は e を参照）。 
 

c. 修了生の国内外のトップ大学への進学や海外留学等の促進 
COVID-19 拡大の影響により，すべての海外プログラムが停止したため，高校生の海外留学

は本年度 0 名である。一方で，SGH 1 期生を一例としてあげると，SGH 事業で国際フィール

ドワークに参加した生徒が，卒業後，継続して SGH および WWL 事業の支援にあたってい

る。また，日本国内の大学院に通っている卒業生 1 名が，現在タイの大学院への留学準備を

進めている例がある。SGH の実績を踏まえつつ，WWL 事業を運営していく中で，確実にグ
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ローバル人材の育成が進んでいる最たる例といえる。生徒の留学希望は，相当数が確認され

ており，留学斡旋団体の支援を得ながら，COVID-19 下でも対応可能な留学について情報の収

集を進めている。本年度の 3 年生の中には，海外の学士課程へ留学する生徒も生じていて，

海外進学の実績も出始めつつある。 
 

d. カリキュラムを研究開発する人材の指定および配置状況 
令和 2 年度は，カリキュラムを研究開発する責任者（カリキュラムアドバイザー）として，

濱本悟志（筑波大学附属学校教育局次長）を配置し，新規に採用した海外交流アドバイザー

の荒井穂菜美（筑波大学附属学校教育局特任助教）と連携の上，高大連携による拠点校の人

材育成カリキュラムの研究開発を推進した。 
 
e. AL ネットワークによる高校生国際会議等の開催準備および実施状況 
 平成 24 年度から実施してきた「高校生 ESD シンポジウム」と同時開催する形で，AL ネッ

トワークを活用・発展させ，「高校生 SDGs 国際会議（英語大会名：SDGs Global Engagement 
Conference@Tokyo」を昨年度から実施している。本年度は，初めてオンラインでの国際会議

を実施し，AL ネットワークを機能させた上で，昨年よりも海外からの参加国・参加校・参加

人数が増加した開催実績を挙げることができた。 
・大会メインテーマ：”The great transformation for 2030. 始めなければ，変われない” 
・参加：海外参加校 7 校 

（フィリピン，タイ，インドネシア 3 校，オーストラリア，ネパール） 
国内校 6 校，ブース参加企業 2 社 

・内容：SDGs に関するキーノートスピーチ，参加校研究成果発表，テーマ別分科会 
 
f. フォーラムや成果報告会等の実施 
事業拠点校である附属坂戸高等学校は，令和 2 年 10 月 31 日（土）の「第 9 回高校生国際

ESD シンポジウム・The 2nd SDGs Global Engagement Conference Online version」の主催，令和

2 年 12 月 20 日（日）の「全国高校生フォーラム」での発表とテーマ別分科会の主催に加え，

令和 3 年 2 月 12 日（金）・13 日（土）に「第 2 回 WWL 研究大会・第 24 回総合学科研究大

会」を開催し，成果の発信と共有を図った。概要は以下の通りである。 
・主題：共に学び未来を創造する総合学科の学び 
・対象：全国の総合学科校ならびに WWL 事業拠点校・共同実施校・連携校，SGH 指定校，

SGH アソシエイト，地域協働事業指定校の生徒および教員・教育関係者，SDGs 
関連団体，IB 認定校・IB 候補校・IB 関心校の高等学校教員・教育関係者 

・内容：講演「世界の人と共に生きるヒント」荒川朋子氏（アジア学院校長） 
    オンライン授業公開，WWL 実践報告，テーマ別分科会，アジア学院フィールドワー

ク成果発表，高校 2 年生「T-GAP（総合的学習の時間）」の発表会，高校 3 年生の

卒業研究発表会等 
 
g. AL ネットワーク運営組織での取り組みと情報の収集と提供 
 「AL ネットワークの形成」の図（p.12 参照）のように，5 つの柱となるプロジェクトを実

施するために，管理機関である筑波大学の研究室と国際関係機関，筑波大学が参画している

国際機関，国内外の連携校，事業を推進・連携・協働する国内外の関連機関と企業でネット

ワークを組んだ。情報の収集・共有・実践により，COVID-19 下でも以下のような成果を上げ

ることができた。 
① 拠点校での新たな国際交流ネットワークの構築：筑波大学の研究室，筑波大学教育開発国

際協力研究センター（CRICED），東南アジア教育大臣機構（SEAMEO） 
② 国内における在住外国人との国際交流の開発：アジア学院 
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③ 高大連携による高度な学習環境の整備：筑波大学の研究室（生命環境系・人文社会系地球

規模課題学位プログラム） 
④ オンラインによるオリパラおよびインクルーシブ教育の国内外への発信と共有：JICA，ピ

エール・ド・クーベルタン委員会（国際および日本），サロン 2002，筑波大学附属学校群

共生シンポジウム実行委員会 
⑤ オンラインによる高校生国際SDGs国際会議と全国高校生フォーラムでのテーマ別分科会

の企画と運営：筑波大学の研究室（生命環境系，地球規模課題学位プログラム，システム

情報系等），アジア学院 
 
h. AL ネットワーク運営組織の基盤となる関係機関との協定文書 
 筑波大学および拠点校の附属坂戸高等学校は，AL ネットワークを構成している以下の 4 大

学および附属学校と国際交流協定を締結している。 
・ボゴール農科大学コルニタ高等学校（2010 年） 
・インドネシア環境林業省附属林業高等学校（2013 年） 
・カセサート大学附属高等学校（2017 年） 
・フィリピン大学附属ルーラル高等学校（2016 年） 

また，新たに 2020 年 12 月には，SEAMEO（東南アジア教育大臣機構）の，SEAMEO Schools’ 
Network への加入が認められ，海外とのネットワークが飛躍的に拡大した。 

 
７ 研究開発の実績 
（１）実施日程 
 

業務項目 実施期間（令和 2 年 4 月 23 日 ～ 令和 3 年 3 月 31 日） 

 
（1）国内外フィールド

ワークを取り入れた体

系的な探究型カリキュ

ラム開発 
 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

COVID-19 下に

おいて実施可

能なもの，代

替プログラム

の検討 

海外連携校とのオンラ

インによる連携学習，

国内版国際フィールド

ワークの開発 

アジア学院における国

際フィールドワークの

試行 
オンライン国際会議に

おける学習成果発表 

総合学科研究

大会（2 月）に

おける成果報

告とそれに向

けた準備 

ASEAN
フィー

ルドワ

ークの

中止 

（2）高大連携による高

度な学習環境の整備と

先取り履修の実現 

高大連携委員会 
SEAMEO に関する協議 
 

高校 3 年生の卒業研究指導 
筑波大学教員によるオンライン講義 
高大共同実施科目の設定 
SEAMEO Schools’ Network への申請と

加盟 

2020 年度の事業評価と

2021 年度の事業計画策

定 

（3）連携校との合同海

外フィールドワークと

探究型カリキュラムの

比較研究 

高校生海外合同フィー

ルドワークの内容の検

討と計画立案→７月に

本年度の中止を決定 

教員研修の実施の可能

性を追求→10月に中止

を決定 

訪問先のオーストラリア・タスマニア

州の情報収集 

（4）オリンピック・パ

ラリンピック教育とイ

ンクルーシブ教育の推

進 

オリンピック・パラリンピック

2020 東京大会の延期により，

ボランティア活動の凍結 

クーベルタン-嘉納ユ

ースフォーラム 2020 
兼日本オリンピックア

カデミー第 8 回ユース

セッションの開催準備 

オンラ

イン実

施 

2021 年度の活動および

国内大会・海外派遣の

準備 

（5）高校生 SDGs 国際

会議の開催と成果発表 

連携校，協力機関の

COVID-19 下の状況把

握，大会実施の可否の

検討 

オンライン大

会実施の決定

と概要の周知

・参加校の募

集 

準備と

実施 

振返り 
報告書作成 

次年度計画作成 

 

業務項目 実施期間（令和 2年 4月 23日 ～ 令和 3年 3月 31日）

（1） 国内外フィール
ドワークを取り入れ
た体系的な探究型カ
リキュラム開発

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

COVID-19下
において実施
可能なもの，
代替プログラ
ムの検討

海外連携校とのオンラ
インによる連携学習，
国内版国際フィールド
ワークの開発

アジア学院における国
際フィールドワークの
試行
オンライン国際会議に
おける学習成果発表

総合学科研究
大会（2月）
における成果
報告とそれに
向けた準備

ASEA
Nフィ
ールド
ワーク
の中止

（2）高大連携による高
度な学習環境の整備と
先取り履修の実現

高大連携委員会
SEAMEOに関する協
議

高校 3年生の卒業研究指導
筑波大学教員によるオンライン講義
高大共同実施科目の設定
SEAMEO Schools’ Networkへの申請と
加盟

2020年度の事業評価と
2021年度の事業計画策
定

（3）連携校との合同
海外フィールドワー
クと探究型カリキュ
ラムの比較研究

高校生海外合同フィー
ルドワークの内容の検
討と計画立案→７月に
本年度の中止を決定

教員研修の実施の可能
性を追求→10月に中止
を決定

訪問先のオーストラリア・タスマニア
州の情報収集

（4）オリンピック・パラ
リンピック教育とインク
ルーシブ教育の推進

オリンピック・パラリンピック
2020東京大会の延期により，
ボランティア活動の凍結

クーベルタン-嘉納ユ
ースフォーラム 2020

兼日本オリンピックア
カデミー第 8回ユース
セッションの開催準備

オンラ
イン実
施

2021年度の活動および
国内大会・海外派遣の
準備

（5） 高校生 SDGs 国
際会議の開催と成果
発表

連携校，協力機関の
COVID-19下の状況把
握，大会実施の可否の
検討

オンライン大
会実施の決定
と概要の周
知・参加校の
募集

準備と
実施

振り返り
報告書作成
次年度計画作成
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（２）実績の説明  
 当初予定していた計画は，COVID-19 拡大防止の観点から，以下のように変更して実施し

た。（事業は形態を変えて実施：○，プログラムを実施：★，中止：✕） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○

○

○

○

⑤高校生国際SDGs会議（現高校生国際ESDシンポジウム） ○

★

✕

✕

★

8
月

✕

★

★

10/31午前 高校生国際ESDシンポジウム（ホスト：坂戸高校）→オンライン開催
・基調講演／分科会（6）：「Ethical消費という観点」「Changes in Asia」「Fieldwork」

　「オンライン口頭発表」「COVID-19×SDGs」／全体会（分科会報告）

★

★

★

★

★

★

★

✕

✕

6/30 SGH・WWL合同連絡協議会　→ 延期

12
月

2
月

3月 国際合同フィールドワーク（オーストラリアタスマニア州）→中止
　坂戸、高校、駒場、特別支援、学芸大学附属国際中等教育、お茶の水女子大学附属高校

9/15  第２回WWL調整会議 →オンラインで実施

12/26・27 クーベルタン・嘉納・ユースフォーラム（兼日本代表選考会）→ オンラインで実施

11/21～23国内フィールドワーク＠那須（アジア学院） 現地で実施
　海外の農村指導者を養成する期間を訪問し、農業実地体験等を通して世界の農村リーダーたちと交流する。

2/12～13  第２回WWL・第24回総合学科研究大会 →オンラインで実施

3
月

9
月

10/29  SGH・WWL連絡協議会（筑波大学主催） →オンラインで実施

3月 アセアン校外学習（インドネシア、タイ、シンガポール・マレーシア）→  中止
　附属坂戸高校1年生全員を対象にした海外派遣（国際フィールドワーク）で、インドネシア、シンガポール＆マレーシア、タイ国の希望する国に海

外派遣し、現地でのフィールドワーク。

10/31 第１回運
営指導委員会検
証委員会→オンラ

イン開催

2/19  第３回WWL調整会議 →オンラインで実施

11
月

2/22  WWLコンソーシアム構築支援事業拠点校とのオンライン意見交換会（文部科学省と）

事
業
内
容

12/20 全国高校生フォーラム（文部科学省・筑波大学共済） → オンラインで実施
　・オープニング（開会宣言、文科省挨拶等、全体説明：渋谷教育学園渋谷）

　・分科会（SDGsで４大テーマ、7～8分科会）

　・ポスタープレゼンテーション表彰＆優秀校発表会、審査委員長挨拶、文部科学省挨拶）

7/月 国内フィールドワーク（新潟県阿賀町）→ 中止
　附属坂戸高校1年生全員が新潟県阿賀町を訪問し、フィールドワーク（3泊4日の民泊）で実施を通して日本の将来の課題を発見し、日本の視点

からその課題に取組む。

筑波大学（拠点校附属坂戸高校と連携校）の事業

5/19 第１回WWL調整会議 →メール会議で実施

事業全般

①附属坂戸高校（拠点校）でのFWを取り入れたカリキュラム開発

②附属坂戸高校（拠点校）での高度な学習を可能にする大学との連携

③連携校での国際FWと教員研修

④筑波オリジナル（オリパラ、特別支援）

5
・
6
月

オリンピック・パラリンピック東京大会 → 延期 

7～8月 国際フィールドワーク（インドネシア）→ 中止→「国内フィールドワーク＠那須」へ
　附属坂戸高校2～3年生の代表7名が、「インドネシア100年の森」をモットーに、インドネシア人の生徒と協力しながらグヌン・グデ・パンランゴ国立

公園周辺地域の森林環境をより良くするための活動を考え実践する。

7
月

7/29  SGH・WWL事務説明会（文部科学省主催） →オンラインで実施

10
月

○

○

○

○

⑤高校生国際SDGs会議（現高校生国際ESDシンポジウム） ○

★

✕

✕

★

8
月

✕

★

★

10/31午前 高校生国際ESDシンポジウム（ホスト：坂戸高校）→オンライン開催
・基調講演／分科会：「Ethical消費という観点」「Changes in Asia」「Fieldwork」「オンライン口頭発表」「COVID-19×SDGs」
　／全体会（分科会報告）

★

★

★

★

★

★

★

✕

✕

6/30 SGH・WWL合同連絡協議会　→ 延期

12
月

2
月

3月 国際合同フィールドワーク（オーストラリアタスマニア州）→中止
　坂戸、附属高校、駒場、特別支援、学芸大学附属国際中等教育、お茶の水女子大学附属高校

9/15  第２回WWL調整会議 →オンラインで実施

12/26・27 クーベルタン・嘉納・ユースフォーラム（兼日本代表選考会）→ オンラインで実施

11/21～23 国内フィールドワーク＠那須（アジア学院）現地で実施
　海外の農村指導者を養成する機関を訪問し、農業実地体験等を通して世界の農村リーダーたちと交流する

2/12～13  第２回WWL・第24回総合学科研究大会 →オンラインで実施

3
月

9
月

10/29  SGH・WWL連絡協議会（筑波大学主催） →オンラインで実施

3月 ASEAN校外学習（インドネシア、タイ、シンガポール・マレーシア）→  中止
　附属坂戸高校1年生全員を対象にした海外派遣（国際フィールドワーク）で、インドネシア、シンガポール・マレーシア、タイ国の希望する国に海

外派遣し、現地でのフィールドワーク

10/31 第１回運
営指導委員会検
証委員会→オンラ

イン開催

2/19  第３回WWL調整会議 →オンラインで実施

11
月

2/22  WWLコンソーシアム構築支援事業拠点校とのオンライン意見交換会（文部科学省と）

事
業
内
容

12/20 全国高校生フォーラム（文部科学省・筑波大学共催） → オンラインで実施
　・オープニング（開会宣言、全体説明：渋谷教育学園渋谷）

　・分科会（SDGsで４大テーマ、7～8分科会）

　・ポスタープレゼンテーション表彰＆優秀校発表会、審査委員長挨拶、文部科学省挨拶）

7/月 国内フィールドワーク（新潟県阿賀町）→ 中止
　附属坂戸高校1年生全員が新潟県阿賀町を訪問し、フィールドワーク（3泊4日の民泊）で実施を通して日本の将来の課題を発見し、日本の視点

からその課題に取り組む

筑波大学（拠点校附属坂戸高校と連携校）の事業

5/19 第１回WWL調整会議 →メール会議で実施

事業全般

①附属坂戸高校（拠点校）でのFWを取り入れたカリキュラム開発

②附属坂戸高校（拠点校）での高度な学習を可能にする大学との連携

③連携校での国際FWと教員研修

④筑波オリジナル（オリパラ、特別支援）

5
・
6
月

オリンピック・パラリンピック東京大会 → 延期 

7～8月 国際フィールドワーク（インドネシア）→ 中止→「国内フィールドワーク＠那須」へ
　附属坂戸高校2～3年生の代表7名が、「インドネシア100年の森」をモットーに、インドネシア人の生徒と協力しながらグヌン・グデ・パンランゴ国立

公園周辺地域の森林環境をより良くするための活動を考え実践する

7
月

7/29  SGH・WWL事務説明会（文部科学省主催） →オンラインで実施

10
月
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【研究開発・実践】 
a. 設定したテーマ（SDGs，経済，政治，教育，芸術等） 

本事業では，グローバルな社会課題として，持続可能な開発目標（SDGs）の達成を設定し

ている。その中で，日本で達成が遅れていると指摘されている複数の項目につき，筑波大学

の強みを活かした取り組みとするため，森林開発や資源枯渇，地域開発をテーマとした

ASEAN やオーストラリアでの活動では，主に目標 12，13，14，15 番を，世界的なパートナ

ーシップの下に運営されるオリンピック教育関連の取り組みでは，目標 17 を重視して実践を

行った。 
拠点校のカリキュラムでも，各教科・科目において SDGs との関連の中で内容整備を進め

た。特に，地球市民性の育成の重点基礎科目に設定している 1 年次「グローバルライフ」に

おいて，SDGs の基礎を WWL 事業と関連させて学習する体制とした。これについては，昨年

度と同様である。 
COVID-19 収束後の世界のパラダイムを把握した上で，SDGs に取り組む必要があるため，

令和 2 年 10 月 31 日に実施した The 2nd SDGs Global Engagement Conference Online version で

は，SDGs に造詣の深い東京都市大学の佐藤真久教授にキーノートスピーチを依頼した。SDGs
と関連した COVID-19 収束後の世界情勢について，英語で講演をいただき，国内外の連携校

と学びを深めるように進めた。 
 
b. 関係機関による先進的なカリキュラムの研究開発と実践 

COVID-19 拡大の影響により，本研究開発の核となる各種フィールドワークを中止する状

況となったため，カリキュラム開発は困難を極めた。 
このような状況下で，連携企業であるアジアペーパーアンドパルプ社（APP）には，本年度，

エシカル消費に関連する商品開発に，生徒が参画する機会を受けた。具体的には，オンライ

ンによる商品開発会議への参加により，新商品のパッケージ内容，環境情報等の提示内容に

ついて高校生が意見を述べ，実際にそれが商品化されることとなった。SDGs では，ユース世

代が SDGs を学ぶだけではなく，SDGs を達成する主体としての参画が重視されている。概し

て，日本は諸外国と比較し，若者の社会参画に課題があるといわれていることから，こうし

た企業連携を促進し，SDGs の目標達成に向けたユースの参画の機会提供をカリキュラム内

（拠点校においては，1 年次グローバルライフ，2 年次 T-GAP，3 年次卒業研究）に位置付け

て進めていく予定である。 
オンライン学習では，連携企業の IC-NET 株式会社の支援の下，タイやフィリピン，ネパー

ルとの協働学習を実施した。今後も，オンラインを活用した開発も進めていく予定である。 
海外渡航がしばらく見通せない中，国内における国際フィールドワーク先の開拓を行い，

栃木県にあるアジア学院の支援を得られることとなった。アジア学院には，アジア・アフリ

カ地域の農村指導者が集っており，国内にあっても多くの国とともに学ぶ機会を得ることが

できた。各 WWL 拠点校も，フィールドワーク先の確保に困難を極めていると考えられるが，

国内のこのような機関との連携は大きな可能性を見出せるものと認識している。 
 
c. 新たな探究活動を行う教科・科目の設定と外国人講師等の活用 

WWL 事業では，SGH 指定期間中に開発した科目と，総合学科の特色を活かした実践を行

い，複数年にわたる探究活動を実施できるようにしている。例えば，日常生活とグローバル

課題を結びつけ地球市民性を育成するために「家庭基礎」の代替科目として開発した「グロ

ーバルライフ」は，「食」「衣」「共生」「生活とグローバル課題」の 4 テーマを，家庭科 2
名，国語科 1 名，農業科 1 名で担当し，複数教科で本年度も継続的な運営を行った。「各種

フィールドワーク」の事前・事後学習の機能をもたせ，国内外の農村部と都市部を比較しな

がらその課題の共通性・差異性を複眼的な視点を持って学べる機会を提供している。総合学

科の原則履修科目である「産業社会と人間」の一環として新たに「国内フィールドワーク（新
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潟県阿賀町）」および「ASEAN フィールドワーク（インドネシア，タイ，シンガポール・マ

レーシアから選択）」を開発し，国内外で農村部から都市部に至るまでのフィールドワーク

を実施した上で，グローバルリアリティーを学習できる体制を整えた。一方で，本年度は，

COVID-19 拡大の影響により，ASEAN フィールドワークだけではなく新潟県阿賀町でのフィ

ールドワークも中止となった。この先も実施の可否は見通せないが，国内外でフィールドワ

ークを 1 年次で実施した上で，2，3 年次で探究に取り組む体制は整えることができた。 
現在，フィリピン，インドネシア，ニュージーランド出身の外国人教員を常勤の正規教員

として雇用しているが，単発のイベント的な外国人講師の活用ではなく，継続的な取り組み

が実施できている。特にインドネシア語の授業は単位化できており，インドネシア語検定の

合格者も出している。 
また，オンラインの利点を活かして，海外連携校との交流を深めることで，連携校の教員

から直接指導を受けることもできている。管理機関や拠点校の予算だけで，継続的に多くの

外国人講師を雇用することは難しいが，海外連携校の授業と相互協力することで，国境を越

えた探究活動が実現し始めている。 
昨年度，SEA-teacher プログラムの受け入れを進める中で，インドネシア教育大学の附属学

校群との交流を開始した。来年度も，各国の大学の附属学校を中心に連携先を開拓していき，

「世界がキャンパス」の状態をさらに目指していく。 
 
d. カリキュラムに位置づけられた短期・長期留学や海外研修 

1 年次の 3 月に「ASEAN 校外学習」として，生徒全員が約 1 週間，探究活動を中心とした

校外学習を行う予定にしていたが，COVID-19 拡大の影響で，2019 年度に続き，2020 年度も

中止した。2021 年度も実施は不透明である。IC-NET 株式会社等，海外 ODA 案件やグローバ

ル課題に取り組んできた企業との連携や，AL ネットワークを活用し，各国テーマ別（インド

ネシア（開発と環境），タイ（経済発展，教育），シンガポール・マレーシア（グローバル市

場，多文化共生））3 カテゴリーによるプログラム開発を行った。これにより，英語を始めと

する外国語を使用した探究活動プログラムの開発ができている。COVID-19 下の世界情勢を

見ながら実施時期を探っていきたい。 
オンライン留学・海外研修プログラムは，各社で様々なプログラムが開発されているので，

拠点校では新たなオンラインプログラムの開発ではなく，既存のプログラムの活用を検討し

ていきたい。 
また，COVID-19 下にあっても留学ができる場所を，留学斡旋団体の協力のもと探索中であ

り，生徒の希望と渡航可能な留学先が合致した場合は，留学実現の支援をすすめる。 
 
e. 文系・理系を問わず各教科をバランスよく学ぶ教育課程の編成 

基本的に，総合学科では文系・理系，普通科目・専門科目をバランスよく配置し，生徒が科

目選択を行えるようになっているため，その構造的特性から，すでに教育課程の編成はでき

ているといえる。総合学科教育は「多様な選択科目の設置（課外活動を含む），柔軟な単位認

定，能力・適性等に対応した教育」によって，多様化と個別化を実現すること，また「様々な

人やものとの関わりを通したキャリア意識の醸成，学びのためのガイダンス科目の設置」な

ど，学ぶためのガイダンス機能の充実がその特徴である。この教育を通じて，生徒に自己肯

定感（self-esteem）とそこを基盤として生み出されるエネルギー（empowerment）により，自

分の内側（興味関心や価値観）および外側（他人や社会，国，世界）にあるものと主体的に関

わる態度や資質・能力を育てることを目指している。言い換えると，総合学科教育は「当事

者性」を求める教育ともいえる。自分はナニモノで何を求めているのかなど自分を追究しよ

うとする人材，つまり自分自身に対する当事者となること，また，自分が社会の中で果たす

べき役割は何かということを自律的に考える人材，つまり自分の外側に対する当事者となる

こと，この 2 つの当事者性を持った人材を育てる教育が総合学科の価値といえる。 
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現在のカリキュラムでは，以下に記した 4 つの科目群から 1 つを選択し，現代社会におけ

る様々な課題を解決するための考え方・学び方を獲得する（科目群選択科目）。また，一般選

択科目では自己の興味・関心や希望する進路等に合わせて，科目を自由に選択することがで

きる。これにより，文理および教科横断科目などバランスよく学ぶことが可能となっている。 
①「生物資源・環境科学科目群」 

目標：人間の生命の源である農や環境について理解を深めるとともに，地域的視野・地球 
的視野の双方から探求する活動を通じて，持続可能な地球環境の創造に主体的に取 
り組む態度を身に付ける。 

②「工学システム・情報科学科目群」 
目標：人間の知的な生産活動である「ものづくり」の体験や工学・情報技術を総合的かつ 

科学的に探求する活動を通じて，持続可能な社会を目指した環境に配慮した科学技 
術の発展に主体的に取り組む態度を養う。 

③「生活・人間科学科目群」 
目標：人間生活の基礎となる衣食住および福祉・保育などに関する基礎的・基本的な知識 

・技術を習得するとともに，現代社会の課題を科学的に理解し，持続可能な社会を 
目指したライフスタイルの実践に主体的に取り組む態度を身に付ける。 

④「人文社会・コミュニケーション科目群」 
目標：社会の在り方やコミュニケーションに関する基礎的・基本的な知識・技術を習得す

るとともに，社会の持続可能な発展のために，グローバル社会における諸問題の解

決に主体的に取り組む態度を身に付ける。 
上記の選択科目の他に，すべての生徒の学びの核として，1 年次の「産業社会と人間」，2

年次「T-GAP」，3 年次「卒業研究」を設定している。その中で，生徒自身が社会課題に対す

る当事者性を意識化，明確化，深化させることができるように 3 つの科目を連携させ，継続

した学習活動として実施している。この 3 科目による 3 ヶ年の探究的な学びの柱が進むこと

によって，各教科科目で獲得してきた知識やスキルを自分自身で振り返り，自分自身にとっ

て必要なものや足りないものを自ずと意識できるようになることが期待できる。生徒自身の

中で学びが総合化されていくことを目指す考え方である。 
 以上のように，総合学科教育は当初より「当事者性」育成を目標としている。一方，「当事

者性」はグローバル人材の基礎的素養としても捉えられている。つまり，総合学科教育を推

進することがグローバル人材育成にもつながると考えており，最終年度も，総合学科の学び

を土台に，WWL 事業で形成した AL ネットワークにより，グローバルな学びと人材育成を継

続して進めていきたい。 
 
f. 工夫した学習活動 

COVID-19 下でフィールドワークの実施が困難であったため，オンラインの活用を積極的

に進めた。特に，同じ国立大学の附属学校であり，総合学科，学校農場の存在と，共通項を多

く持つ愛媛大学附属高等学校とは，オンラインによる探究活動ベースの交流を進めた。相互

の課題研究の成果の発表および留学生の発表の確認を進め，ESD シンポジウムにおいても分

科会を協働して運営した（両校のオンライン協働学習の模様は，一部，フジテレビ系の番組

で放映された）。 
 フィールドワークも，COVID-19 拡大に合わせた形とし，アジア学院で少人数分散型を試行

の上，国内における新しいフィールドワークの形を示すことができた。来年度も，WWL 事業

の概念に適した国内フィールドワーク先を開拓していきたい。 
 
g. 高大連携による大学教育の先取り履修の実施に向けた取り組み（計画） 
 1 年目と同様に，高大連携の核になる地球規模課題学位プログラム（学士：4 年間の英語プ

ログラムで世界各国から留学生が集まっている，略称 BPGI）および，SEAMEO（東南アジア
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教育大臣機構）や AIMS（ASEAN International Mobility for Students）を学内で担当している筑

波大学国際室と，協議・整理を行い，実施可能なものを進めていった。 
 大学教育の先取り履修の実施に向けた取り組みでは，高大連携科目として大学生と高校生

が合同で実施する海外でのフィールドワークを 2020 年度から開講した（大学生向けの科目名

称：「国際農業研修Ⅶ」）。COVID-19 拡大の影響で今年度は履修中止となったが，すでに

大学で高校生および大学生が同時に履修可能な科目を立ち上げることができた。BPGI とは，

昨年に引き続き「全国高校生フォーラム」においてそのプログラム内容の検討から連携を深

めた。そのノウハウを基に，大学における先取り履修が可能な内容について引き続き検討を

行っていく。 
また，筑波大学の教授である拠点校の校長が中心となり，高等学校 2 年生を対象に「プレ

卒業研究」（3 年次では全員が個人テーマで卒業研究に取り組む）として，高大連携による研

究を希望する生徒を募り，一定レベルの進捗状況にある生徒を，筑波大学の各研究室とつな

ぎ，卒業研究の内容の深化に努めた。 
 
h. より高度な内容を学びたい高校生のため拠点校・共同実施校の条件整備 
 筑波大学の教授である拠点校校長が中心となり，2 年次で希望する生徒は，面接によりテー

マのスクリーニングを行った上で，筑波大学の各研究室に振り分け，課題研究の指導を受容

できる体制を整えた。これにより，希望者且つ一定程度の内容の個人テーマを設定できる生

徒は，原則大学の指導を受容できることとなった。 
 また，筑波大学生物資源学類の科目の中に，高大連携科目が設定され，大学生と共に高校

生が海外で合同フィールドワークを受講することが可能となった。 
 
i. 日本人高校生と留学生が一緒に外国語や探究活動を履修するための体制整備 

令和 2 年度は，海外からの来日実績および海外への渡航実績ともにない結果となった。一

方で，以下の通り，海外連携校や企業と連携したオンライン学習を充実させた。 
＜事例 1＞ 

海外連携校であるインドネシア・ボゴール農科大学附属高等学校の高校生に，1 年次「グロ

ーバルライフ」への参加を促し，両国の COVID-19 下の状況，SDGs 関連の課題やその解決に

向けた議論をオンラインで行うことができた（通常授業へのスポット参加） 
＜事例２＞ 
 連携企業である IC-NET 株式会社の支援の下，ASEAN 諸国（タイ，フィリピン）とのオン

ライン交流学習プログラムの立案と実施（総合的学習の時間のオンラインプログラム開発） 
の 2 点が挙げられる。その他，オンラインによる活動は複数挙げられ，継続的に実施してい

る。 
特に，生徒へのインパクトが最も大きかった活動は，アジア学院でのフィールドワークで

ある。世界各国からの研修生との英語による探究活動は，学校に戻ってからの学習活動のモ

チベーションを大きく上昇させた。50 歳を過ぎてから来日しインドネシアの持続的な農村コ

ミュニティの創生のために学ぶ研修生との対話，ジェノサイドが発生したルワンダからの研

修生との平和に関する議論など，校内では実現できない深い学びを得ることができた。本年

度は，試行であったため単位化することはできなかったが，校内だけではなく，校外での外

国語による探究活動を単位化・履修できる体制を，来年度以降に整備する予定である。 
 
j. その他特筆すべき点があれば簡潔に記載すること 
 現状では，海外でのフィールドワークの実施は難しいと考える。令和 3 年度は，インドネ

シアでのフィールドワークは中止し，アジア学院における国内版国際フィールドワークの実

施に切り替える予定である。 
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８ 目標の進捗状況，成果，評価 
a. イノベーティブなグローバル人材の育成状況 
人材の育成に関しては，様々な活動が交差しあい，複合的かつ総合的に育成されるもので

あり，特に総合学科高校である本校の状況を一概に取り纏めることは難しい。その中で，

COVID-19 下における本年度の特筆すべきものとして，拠点校での波及効果の項で取り上げ

た，日本とインドネシアの卒業生による，現役の高校生に向けたオンライン国際フィールド

ワーク説明会および 2 ヶ国間の高校生交流会の実施について報告する。 
COVID-19 下において，様々な学習機会が失われることとなり，国際教育の担当教員はその

対応に苦慮した 1 年であったといえる。そのような状況下で，SGH や WWL 事業で高校時代

に国際フィールドワークに参加した日本およびインドネシアの若手卒業生がオンラインで協

働し，オンライン国際フィールドワーク説明会と 2 ヶ国交流会を実施した。これは，高校時

代の担当教員の発案ではなく，卒業生自らが発案・実施したものである。COVID-19 下で様々

な連関性が喪失していく中，日本とインドネシアの強固な国際交流を継続させたいと願った

卒業生が，国を越えてオンラインの強みを活かして取り組む姿は，まさにイノベーティブな

グローバル人材の姿であった。互いの卒業生は，COVID-19 下でも，両国間の関係性の維持に

力を発揮するレジリエントな存在といえる。今後も卒業生の動向に注目をしていきたい。 
 

b. AL ネットワークが果たした役割 
本事業では持続可能な国際社会を創る人材育成のために，AL ネットワークでの連携を通し

て 5 つのプロジェクトを実施している。令和元年度の成果を簡潔に記載すると以下のように

なる。なお，括弧内は連携した主な機関である（「AL ネットワークの形成」の図（p.12 参

照））。 
① 附属坂戸高等学校での海外フィールドワークを取り入れた探究型カリキュラム開発 

AL ネットワーク企業である IC-NET 株式会社の海外ネットワークの支援により，オンラ

インでの海外交流を実現し，1 年次 SG クラスの「総合的な学習の時間」に位置付けて実

施することができた。また，アジア学院の支援により，COVID-19 下においてもフィール

ドワークを開催した。JICA によるグローバル講演も 1 年次「グローバルライフ」の時間

に位置付けて実施した。 
② 附属坂戸高等学校での高大連携と高度な学習環境の整備等 

高校 2 年生「T-GAP（総合的学習の時間）」と高校 3 年生の卒業研究発表会の助言や指導

について，筑波大学の各組織（生命環境系研究室・人文社会系地球規模課題学位プログラ

ム，システム情報工学系研究室等）だけではなく，新潟大学も参画して実施した。 
③ カリキュラム比較研究および合同海外フィールドワーク 

4～6 月は，COVID-19 収束を願い，筑波大学世界遺産専攻の研究室・生命環境系研究室と

連携して，国内連携校 6 校の高校生による合同海外フィールドワークを目指したものの，

7 月に感染拡大および訪問地の状況を判断して中止とした。一方で，オンラインによる現

地関係者との連絡は継続して取り組んでいる。 
④ オリンピック・パラリンピック教育とインクルーシブ教育 

COVID-19 拡大の影響もあり，日本ピエール・ド・クーベルタン委員会，CORE，サロン

2002 と協力で，12/26～27 に，「クーベルタン－嘉納ユースフォーラム」を対面でなく，

オンラインで開催した。また，中止となった筑波型インクルーシブ教育プログラム「三浦

半島共同生活」に代わって，『交流・共生』をテーマに各附属学校児童生徒によるプレゼ

ンテーションリレーを実施した。 
⑤ 高校生 SDGs 国際会議の実施 

海外連携校 7 校，国内校 6 校，連携企業 2 社，国際機関が参加し，第 2 回目の会議を実施

することができた。具体的には，SEAMEO，IC-NET，APP 社の参画により，初のオンラ

イン国際会議が充実したものとなった。 
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c. 短期的，中期的および長期的に設定した目標の進捗状況 
上記 5 つのプロジェクト①～⑤について，令和元年度の実績を踏まえ，短期的および中期

的目標を以下のように評価し，一部修正を加えて達成目標を設定する。 

  短期的目標 中期的目標 

① 

当初の 
目標 

3 つの国内外フィールドワークを実施し，体系的な探究型カリ

キュラムを 3 年次までに完成させる。 自己資金で継続実施する 

評価と 
修正 

海外でのフィールドワークは数年規模で実施が難しい場合が

予想される。このため，国内版国際フィールドワークとして，

アジア学院におけるフィールドワークを実施して成果を上げ

ることができた。COVID-19 下でも実施可能な，フィールドワ

ークを取り入れた探究型カリキュラムを 3 年次までに完成さ

せる。 

目標に変更なし 
教員引率経費に検討が必要 

② 

当初の 
目標 

大学施設の活用，大学教員による授業，海外からの研究者や留

学生による事前レクチャーや海外フィールドワークの同行等

を実施する。 

先取り履修科目を決定し，国内

外の大学進学および留学を促進

する体制を確立する。 

評価と 
修正 

筑波大学の生命環境系の授業で，高大連携科目が設定され，大

学生と高校生が同時に履修する科目ができた。課題研究の指導

にも複数の大学の研究室が参画した。今後，拡充を目指す。 

変更なし 
単位認定には解決すべき課題は

多いが，受講は実現可能 

③ 

当初の

目標 
オーストラリアのタスマニア島での合同海外フィールドワーク

を計画し，1 年次からの実施を目指す。  

合同海外フィールドワークをさ

らに充実させるため，海外協働

機関との連携を整備する。 

評価と 
修正 

1 年次は諸般の事情（森林火災や COVID-19）から教員研修と

実地踏査に留め，2 年次は高校生による合同海外 FW を計画し

たが，COVID-19 拡大防止の観点から中止に変更した。 

目標に変更なし 
2021 年度の実施を目指す。 

④ 

当初の

目標 

国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムに生徒を

派遣し，2 年次の国内大会の主催とその後の国際大会派遣を実

行して 3 年間で完成させる。 
自己資金で継続実施する 

評価と 
修正 

2 年次の国内大会は，COVID-19 拡大の影響で開催が危ぶまれ

たが，オンライン開催を実施し，その後の国際大会に備えた。 
目標に変更なし 
国際大会の実施が未確定 

⑤ 

当初の

目標 
現在の高校生 ESD 国際会議を基に，国際機関との連携でネッ

トワークを充実させる。 

ASEAN を中心に高校生 SDGs 国
際会議を主催し，教員ミーティ

ングやセミナーも加えて国際会

議ウィークへと発展させる。 

評価と 
修正 

AL ネットワークを活用し，すでに第 1 回高校生 SDGs 国際会

議を開催した。また，SEAMEO に参画してネットワークの強化

を開始した。 

目標に変更なし 
実現に向かっている 
教員の招聘経費に検討が必要 

 

長期的目標（10 年後には達成）としては，自己資金で継続実施できる体制を整備した上で，

SGU として国際展開力のある筑波大学の附属学校として，アジアから地球規模にネットワー

クを拡張し，生徒が希望する探究活動がどの世界でも可能になるような育成システムの構築

を考えている。 
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９ 次年度以降の課題および改善点 
（１）本事業に関する管理機関の課題や改善点 
 WWL 事業 1 年目の令和元年度は，COVID-19 拡大の影響で一斉休業となった 3 月を除き，

ほぼ当初の目標を達成した。一方で，2 年目の令和元年度は，国内外を問わず，オンラインに

よる活動に留めざるを得なかった。この 2 年間の実績と創意工夫を踏まえ，最終年度の令和

3 年度は，以下の 3 点を課題と捉えて改善を図る。 
① 拠点校のみでなく連携校を有機的に機能させる運営能力の向上 

連携校には複数の SGH 校と SSH 校が含まれ，COVID-19 拡大の前において，各校は独自

の手法で探究型課題研究を推進してきた。それらのオリジナリティーを尊重しつつ，オン

ラインを通して共有した SDGs の設定目標への取り組みを軸に，筑波大学のリソースを活

用した高大連携を推進させ，次世代のグローバル人材育成に寄与したい。 
② 国内での国際交流の開発 

令和 3 年度も，世界規模の COVID-19 拡大が続くと想定され，海外派遣および海外からの

受け入れは極めて厳しく，大きな制約を受けることは必至と考える。オンラインによる海

外との交流が不十分な場合に備え，国内に在住する外国籍の方々との交流に焦点を当て，

COVID-19 下で計画していた国内外のプログラムを消化できなかった学校を含め，新たな

国際交流の取り組みを計画・運営していきたい。 
③ 国際会議開催の運営能力の向上 

WWL 拠点校，WWL 幹事管理機関，SGH ネットワークの 3 つの管理機能を担うことにな

るが，人材育成の目標，観点，手法は多くの点で共通している。特に，拠点校と連携校で

実施する高校生 SDGs 国際会議と全国高校生フォーラムの企画と運営には類似点が多い。

COVID-19 下の難局でも取り組んだ実績・成果と反省を活かして，最終年度は AL ネット

ワークを駆使した国際交流の新たな形態を求めて発展させていきたい。 
 
（２）AL ネットワークの課題や改善点 
 上記の（１）①～③を実現させ，拠点校および連携校の取り組みを充実させるのが AL ネッ

トワークであると考えている。令和 2 年度は，COVID-19 下にも関わらず，拠点校の附属坂戸

高校が SEAMEO Schools’ Network に加盟し，AL ネットワークをさらに東南アジアに拡大し

ていった。令和 3 年度は，ネットワークを組んだ各機関の役割と責任体制を明確にし，以下

の 3 点に力を注いでいきたい。 
① 拠点校の探究型カリキュラム開発による，筑波大学を中心とした高大連携のシステム構築 
② 筑波大学のリソースを十分に活用した，連携校との国内での新たな国際交流の実現 
③ 筑波大学のリソースを十分に活用した，高校生の大学の授業への参加および高校生 SDGs

国際会議と全国高校生フォーラムの充実 
 
（３）研究開発にかかる課題や改善点 
 令和 2 年度に実施した 5 つの柱となるプロジェクトを通して明確になった課題に対して，令

和 3 年度以降は以下のように改善を図る。 
① 附属坂戸高等学校での海外フィールドワークを取り入れた探究型カリキュラム開発 

インドネシアにおける国際フィールドワークおよびASEAN校外学習については，COVID-
19 拡大のため 2 年連続で中止した。特に，WWL 事業で新規開発した ASEAN 校外学習（1
年生全員が４ヶ国から選択し渡航する計画）が中止になったことは大きな痛手である。1
年次に，生徒全員が国内および ASEAN 各国でフィールドワークを行う効果を代替できる

行事は，現状開催が難しい。オンラインの活動も取り入れる一方，国内においては，栃木

県のアジア学院における国内版国際フィールドワークが大きな可能性があると令和 2 年

度の試行で考えられたため，最終年度である令和 3 年度は，アジア学院での活動を充実さ

せていく予定である。 
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② 附属坂戸高等学校での高大連携と高度な学習環境の整備等 
令和 2 年度，筑波大学の複数の研究室と連携し，課題研究の内容の高度化のためのプログ

ラムを試行した。探究活動において連携を図れたことは大きな前進である。今後，これら

の成果を，高大連携プログラムとしてシステマティックに実施していく必要がある。

SEAMEO との連携により国際的なネットワークは充実したため，令和 3 年度は国際ネッ

トワークをより活用できる体制を整えていく。 
③ カリキュラム比較研究および合同海外フィールドワークの開発 

令和元年度は，自然災害（森林火災）と COVID-19 拡大の防止対応のため，オーストラリ

アのタスマニア島での合同海外フィールドワークを教員研修に留めて実施した。令和 2 年

度以降は，高校生を対象にした合同海外フィールドワークを計画したが，COVID-19 拡大

の影響で中止せざるを得なかった。令和 3 年度も楽観はできないため，渡航可能な海外訪

問地への変更や国内での新たな国際交流の可能性を模索し，可能な限り最大限実施しうる 
合同フィールドワークの実現を目指す。 

④ オリンピック・パラリンピック教育とインクルーシブ教育の推進と発信 
令和元年度は，初めて「国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラム」および「三

浦海岸共同生活」の成果発表を実施し，全国高校生フォーラムおよび高校生 SDGs 国際会

議で発表した。令和 2 年度は，COVID-19 下でのオンラインによる「国内ユースフォーラ

ム」と「共生シンポジウム」を実現させた。両企画は，筑波大学附属学校の連携校が共同

で開発する特色ある取り組みであり，オンラインを通して，財政面の課題を克服しながら，

関連機関および協賛団体との連携を深めていく。 
⑤ 高校生 SDGs 国際会議の実現 

上記の①～④の成果を発信・共有する最大の企画である。令和 2 年度は，国内連携校と海

外招聘校との連携・相互理解も得られ，オンラインで開催することができた。海外からの

参加国もオンラインによって増加した。一方で，対面による国際的な直接交流の重要性も

高く，これらには十分な時間と財政的な支援が必要である。令和 3 年度は，COVID-19 の

拡大状況が不透明であるが，3 年間の取り組みの集大成として，また，それ以降の継続的

な実施に向け，対面とオンラインのハイブリッド型の開催の可能性も検討する予定であ

る。 
 
【担当者】 
担当課 東京キャンパス事務部企画推進課 TEL 03-3942-6803 
氏 名 岩澤 一雄 FAX 03-3942-6911 
職 名 課長 E-mail kikaku-kokusai@un.tsukuba.ac.jp  
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（別紙様式１） 

 

  令和 3 年 2 月 19 日 
 

事業実施計画書 
 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 
 
 

 住所  茨城県つくば市天王台一丁目 1 番 1 
 管理機関名 国立大学法人筑波大学 
 代表者名  契約担当役財務担当副学長 勝野 頼彦 

 
１ 事業の実施期間 

    契約日～令和 4 年 3 月 31 日 
 
２ 事業拠点校名 

学校名 国立大学法人筑波大学附属坂戸高等学校 
学校長名 田村 憲司 

 
３ 構想名 
   国際フィールドワークを通じて持続可能な国際社会を創る人材育成システムの構築 
 
４ 構想の概要 

次世代のグローバル人材育成を念頭に，社会課題の発生している現場での「国際フィール

ドワーク」を積極的に取り入れた体系的な探究型カリキュラムを開発し，国際社会において

文化の異なる海外の人々と協働して社会的問題に取り組んだ上で，問題提起から解決に至る

過程でリーダーシップおよびフォロワーシップを発揮できる人材を育成するためのシステム

構築を行う。 
それらの成果を高校生が主体的に発表・共有の上，世界に発信する場として，国内外の連

携校や国内外の大学・研究機関，ASEAN の国際機関・企業等とネットワークを形成後，国内

外の高校生が一堂に会する「高校生国際 SDGs 会議」を開催する。さらに 10 年後，SGU とし

て海外に 13 のオフィスを持つ筑波大学の世界展開力を活用し，附属学校群もアジアから世界

にネットワークの輪を広げ，世界の舞台で活躍できるグローバル人材の育成システムの構築

を目指す。 
 
５ 令和 3 年度の構想計画 
本事業の発足時に形成した AL ネットワークの下，設定した 5 つのプロジェクトについて

1～2 年目の実績と成果を基に，以下のような計画を構築した上で，発展を図る。 
（１）AL ネットワークの拡充 
 5 つのプロジェクトを実施するにあたり，3 年間にわたって以下のように AL ネットワーク

を拡充し，本事情に取り組んでいく。 
・令和元年度は，SGH 事業で築いた国内外ネットワークを基に，筑波大学附属学校群全高等

部や SSH 校を取り入れ，筑波大学の国際展開力と国際的な協力機関との連携も図った。 
・令和 2 年度は，COVID-19 感染拡大の中，これを国際的な課題とし，オンラインを導入した

ネットワークづくりと国際会議の開催に努め，地球規模課題に取り組んだ。  
・本年度は，SEAMEO（東南アジア教育大臣機構）の高校ネットワークを活用し，厳しい感

染防止対策の中，国際的な課題の解決を目指した国際交流活動を推進させていく。 
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Ⅲ 令和３年度筑波大学WWL事業の実施計画書 

 

令和 3年 2月 19日 
 

事業実施計画書 
 
 
文部科学省初等中等教育局長 殿 
 
 

 住所  茨城県つくば市天王台一丁目 1番 1 
 管理機関名 国立大学法人筑波大学 
 代表者名  契約担当役財務担当副学長 勝野 頼彦 

 
１ 事業の実施期間 

    契約日～令和 4年 3月 31日 
 
２ 事業拠点校名 

学校名 国立大学法人筑波大学附属坂戸高等学校 
学校長名 田村 憲司 

 
３ 構想名 
   国際フィールドワークを通じて持続可能な国際社会を創る人材育成システムの構築 
 
４ 構想の概要 
次世代のグローバル人材育成を念頭に，社会課題の発生している現場での「国際フィール

ドワーク」を積極的に取り入れた体系的な探究型カリキュラムを開発し，国際社会において

文化の異なる海外の人々と協働して社会的問題に取り組んだ上で，問題提起から解決に至る

過程でリーダーシップおよびフォロワーシップを発揮できる人材を育成するためのシステム

構築を行う。 
それらの成果を高校生が主体的に発表・共有の上，世界に発信する場として，国内外の連

携校や国内外の大学・研究機関，アセアンの国際機関・企業等とネットワークを形成後，国

内外の高校生が一堂に会する「高校生国際 SDGs会議」を開催する。さらに 10年後，SGUと
して海外に 13のオフィスを持つ筑波大学の世界展開力を活用し，附属学校群もアジアから世
界にネットワークの輪を広げ，世界の舞台で活躍できるグローバル人材の育成システムの構

築を目指す。 
 
５ 令和 3年度の構想計画 
本事業の発足時に形成した AL ネットワークの下，設定した 5 つのプロジェクトについて

1～2年目の実績と成果を基に，以下のような計画を構築した上で，発展を図る。 
（１）ALネットワークの拡充 
 5つのプロジェクトを実施するにあたり，3年間にわたって以下のように ALネットワーク
を拡充し，本事情に取り組んでいく。 
・令和元年度は，SGH事業で築いた国内外ネットワークを基に，筑波大学附属学校群全高等
部や SSH校を取り入れ，筑波大学の国際展開力と国際的な協力機関との連携も図った。 

・令和 2 年度は，新型コロナウィルス感染拡大の中，これを国際的な課題とし，オンライン
を導入したネットワークづくりと国際会議の開催に努め，地球規模課題に取り組んだ。  

・本年度は，SEAMEO（東南アジア教育大臣機構）の高校ネットワークを活用し，厳しい感
染防止対策の中，国際的な課題の解決を目指した国際交流活動を推進させていく。 
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（２）研究開発・実践 
① 附属坂戸高等学校（事業拠点校）での国内外フィールドワークを取り入れた体系的な探究 

型カリキュラムを研究開発し，実践する。 
初年度（令和元年度）に新規開発した 1 年生全員対象の新潟県阿賀町における国内フィー 

ルドワークおよびインドネシア・タイ・シンガポール（学校交流はマレーシアの学校）の 3 つ

から選択する ASEAN フィールドワークは，COVID-19 の状況により，実施できない可能性が

高い。一方，令和 2 年度には，コロナ禍でも実施可能なフィールドワークを模索し，栃木県

那須塩原市にあるアジア学院で国内型の国際フィールドワークを試行した。有機農業とコミ

ュニティづくりの研修のため，アジア・アフリカにおける各国の農村リーダーが毎年アジア

学院に来日している。令和 2 年度は，本校の重要な交流先であるインドネシアを始め，イン

ド，ベトナム，ガーナ，ケニア，ルワンダから研修生が来日していた。持続可能な有機農業を

基にしたコミュニティづくりに関わる各国のリーダーとの対話の中で, 各国の状況を直接確

認し，「サーバントリーダー」の概念を学ぶ等貴重な気づきを得ることに成功した。令和 3 年

度は，COVID-19 への対策を万全に期した上で，国内における国際フィールドワークの新たな

形として開発を進める。また，コロナ禍であったものの，新潟大学創生学部グループの質の

高いリモート指導によって， T-GAP（SDGs に関連したソーシャルアクションを 2 年次に実

施する総合的な学習の時間としての科目）の活動を積極的に推進できたため，令和 3 年度も

継続して連携予定である。高校生国際 ESD シンポジウムもカリキュラムに位置付けて実施し

ており，1 年次 SG クラスの総合的な学習の時間（名称：グローバルパスポート），2 年次総

合的な学習の時間（名称：T-GAP），3 年次卒業研究等の成果発表を行う。この中で，恒常的

な学習成果を国際シンポジウムで発表することとしており，国際的な視野から研究内容の向

上を図る。昨年度同様，引き続き海外連携校との連携を図りながら，オンラインを主に開催
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する予定である。 
上記のような探求型のカリキュラムで学んだ 3 年生の進路の動向を WWL の一つの成果 

指標とするため，入試形態や進路先の調査を行う。 
 
【管理機関関連部署】筑波大学国際室，筑波大学教育開発国際協力研究センター（CRICED）, 

筑波大学生命環境系および人文社会系研究室 
【実施校】事業拠点校（附属坂戸高等学校），海外連携校（ボゴール農科大学コルニタ高校， 

インドネシア環境林業省附属林業高等学校，カセサート大学附属高等学校） 
【事業協働機関】新潟大学，ボゴール農科大学，フィリピン大学ロスバニョス校，インドネ 

シア環境林業省，東南アジア教育大臣機構（SEAMEO），JICA，IC-NET
株式会社，APP 社 

 
② 国内外の大学との連携を図り，留学生派遣と受け入れの推進，先取り履修等の接続を視野

に入れた高度な学習を可能にする学習環境を整備する。 
現状，海外への派遣・受け入れともに不透明な点が多く，社会情勢を注視しながら，関係

機関と連絡を密にとり，実施可能なものから取り組む予定である。例えば，筑波大学地球規

模課題学位プログラム（略称：BPGI）とは，「全国高校生フォーラム」の運営でも連携が深

まった実績があるため，引き続き高大連携の一環としての連携強化を進める。 
令和 2 年 12 月には，東南アジア教育大臣機構（SEAMEO）の「SEAMEO Schools’Network」

に，日本の高等学校で初めて加盟が認められた。このネットワークには，同年 10 月時点で，

ASEAN 諸国を中心に 16 ヶ国 1792 の学校や教育機関が参画している。本校は，オンライン

での国際協働学習も展開しており，特に令和 2 年度からは，インドネシア教育大学附属高等

学校との間での連携構築に成功した。この新たな連携をより強固なものとするため，国内外

の大学や各附属学校等と協働しながら，留学生の派遣・受け入れの推進や先取り履修等高度

な学習を可能にする学習環境の整備等を進める。 
 
【管理機関関連部署】筑波大学生命環境系および人文社会系研究室 
【実施校】事業拠点校（附属坂戸高等学校），海外連携校（ボゴール農科大学コルニタ高校， 

インドネシア環境林業省附属林業高等学校，カセサート大学附属高等学校， 
フィリピン大学附属ルーラル高等学校） 

【事業協働機関】ボゴール農科大学，インドネシア教育大学，コンケーン大学，フィリピン 
大学ロスバニョス校，インドネシア環境林業省 

 
③ 事業連携校とグローバル人材育成システムに関する情報交換や比較研究，教員研修も兼ね

た合同海外フィールドワーク（オーストラリア）等を実施し，成果を検証する。 
令和元年度は，拠点校及び連携校の教員でチームを編成し，オーストラリアのタスマニア

で教員研修を兼ねた実地踏査を行った。この成果を基に，高校生による海外合同フィールド

ワークの計画に入ったが，令和元年 3 月も令和 2 年 3 月もコロナ禍で中止となった。 
 COVID-19 の感染拡大が進む中，渡航可能な海外訪問地への変更，アジア学院との国内フィ

ールドワークの実施，国内在住の海外研修生との交流等，国内で対応できる取り組みへの移

行も検討する。各取り組みは，筑波大学地球規模学位プログラムおよび総合科学研究科世界

遺産専攻の協力の下，大学教員および引率教員による事前指導を予定している。その成果は，

高校生 SDGs 国際会議や全国高校生フォーラム等での発信・共有を目指す。 
 

【管理機関関連部署】CRICED，筑波大学生命環境系・人文社会系・人間系研究室 
【実施校】事業拠点校（附属坂戸高等学校），国内連携校（筑波大学附属学校群，東京学芸 

大学国際中等教育学校，お茶の水女子大学附属高等学校，他） 
【事業協働機関】タスマニア大学，アジア学院 
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④ 筑波大学の特色である「オリンピック・パラリンピック教育」と「インクルーシブ教育」

を通したマインドセットを涵養し，国内外の活動や国際大会への参加を推進する。 
オリンピック・パラリンピック教育では，全筑波大学附属学校（11 校）は，筑波大学のオ

リンピック教育プラットホーム（CORE）および附属学校教育局オリンピック推進専門委員会

を中心に，オリパラ教育や大会ボランティアの育成を推進してきた。コロナ禍で延期された

2021 年 7～9 月開催予定の東京オリンピックとパラリンピックの大会では，ホスト国の一員

として筑波大学と連携し，その成果を発揮していく。また，2021 年夏の「第 13 回国際ピエー

ル・ド・クーベルタン・ユースフォーラム」（隔年実施）に備え，2020 年 12 月にオンライン

で「クーベルタン-嘉納ユースフォーラム 2020 兼 日本代表選考会」を実施した。コロナ禍で

不確定な要素が多いものの，国内関係校の参加と海外連携校への波及を図る予定である。 
インクルーシブ教育では，筑波大学附属学校教育局内の特別支援教育連携推進グループを

中心に，JICA と連携の上，海外教員の研修等を実施し，そのネットワークを活用して特別支

援における国際交流活動の更なる推進を目指す。また，附属学校群共同生活を筑波型インク

ルーシブ教育の一つとし，その成果を高校生国際 ESD シンポジウムで発表したことで大きな

反響を得た。現在のコロナ禍でも，その活動はオンラインで実施し続けている。AL ネットワ

ークを通して国内外に発信するとともに，全国高校生フォーラムでの発表を目指す。 
 
【管理機関関連部署】筑波大学オリンピック教育プラットホーム（CORE），附属学校教育局 

オリンピック教育推進専門委員会，附属学校特別支援教育連携推進グ 
ループ 

【実施校】事業拠点校（附属坂戸高等学校）, 国内連携校（筑波大学附属学校群（附属高等 
学校，附属駒場高等学校，附属視覚・聴覚・桐が丘特別支援学校高等部）） 

【事業協働機関】JICA，SEAMEO Schools’ Network，日本ピエール・ド・クーベルタン委員 
会（CJPC），特定非営利活動法人日本オリンピックアカデミー，特定非 
営利活動法人サロン 2002 

 
⑤ 高校生 SDGs 国際会議を開催の上，成果を発表・共有し，社会に発信する。 
今年度は，令和 2 年 10 月 31 日（土）に，「第 9 回高校生国際 ESD シンポジウム」および

「The 2nd SDGs Global Engagement Conference Online version」をオンラインで開催した。      
これまでの参加校であるインドネシア，タイ，フィリピンの国際連携協定校となる各高等

学校に加え，新たにインドネシア教育大学附属高等学校（東南アジア教育大臣機構のネット

ワーク），ネパールの高等学校（連携企業のネットワーク），オーストラリアの高等学校（本

校独自のネットワーク）の参加があり，オンライン開催ということからも，コロナ禍にも関

わらず，昨年度を上回る海外からの参加校数となった。また，在外の日本人学校に在籍する

中学生や全国に旅立った卒業生によるオンライン分科会も実施した。 
令和 3 年度開催の高校生国際 ESD シンポジウムは，節目となる第 10 回の大会となるが，

現状では不確定な要素も多いため，オンラインの特性を活かしつつ，対面による直接交流の

可能性も見据えたハイブリッド型の開催も検討しながら国際会議の準備を進めていく。 
 
【管理機関関連部署】上記の筑波大学全関連部署 
【実施校】事業拠点校，上記の国内および海外の全連携校 
【事業協働機関】上記の国内および海外の全事業協働機関 
 
（３）令和 3 年度の支援 
① 人材面での支援 

AL ネットワーク全般に関しては，附属学校教育局教育長を筆頭に，次長，教育長補佐，特

任教育長補佐が統括する。①～⑤のプロジェクトに関しては，以下の筑波大学教員が専門性

を活かして指導と支援にあたる。 
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氏 名 部署・職名 
担当プロジェクト 

主な役割 
① ② ③ ④ ⑤ 

礒田 正美 教育開発国際協力研究センター長  
教授  〇 〇  〇 海外とのネットワーク 

青木 三郎 人文社会系長 教授 〇 〇 〇  〇 高大連携，SDGs 教育 
藤川 正樹 システム情報工学系 教授 〇 〇   〇 高大連携，SDGs 教育 
吉田 正人 芸術系 教授  〇 〇  〇 高大連携，海外合同派遣 
野村名可男 生命環境系 准教授 〇 〇 〇  〇 高大連携，SDGs 教育 

ベントン・キャロライン 副学長（国際担当）・IOC 教育委員

会委員  〇  〇 〇 オリパラ教育 

真田  久 体育系 教授  〇  〇 〇 オリパラ教育 
木村 範子 人間系・附属学校教育局 講師 〇 〇    探究型カリキュラム開発 
荒井穂菜美 人間系・附属学校教育局 特任助教 〇 〇 〇 〇 〇 国際教育・海外派遣 
大川 一郎 人間系・附属学校教育局 教授 〇 管理機関内での検証 
飯田 順子 人間系・附属学校教育局 准教授 〇 管理機関内での検証 

② 財政面での支援 
 本事業終了後の継続実施を念頭に，WWL の事業経費のみに頼るのではなく，筑波大学附属

学校教育局教育長裁量経費等による財政的な支援も検討する。 

 
 
６ 事業実施体制 

課題項目 実施場所 事業担当責任者 
(1)国内外フィールドワ

ークを取り入れた体系

的な探究型カリキュラ

ム開発 

筑波大学附属坂戸高等学校，新

潟県阿賀町，アジア学院，インド

ネシア（西ジャワ州，リアウ州），

シンガポール・マレーシア，タイ 

今野 良祐（拠点校国際教育推進委員） 
濱本 悟志（附属学校教育局次長・カリキ

ュラムアドバイザー） 

(2)高大連携による高度

な学習環境の整備と先

取り履修の実現 

筑波大学附属坂戸高等学校 
筑波大学東京キャンパス 
筑波大学 

深澤 孝之（拠点校副校長） 
濱本 悟志（附属学校教育局次長・カリキ

ュラムアドバイザー） 

(3)連携校との合同海外

フィールドワークと探

究型カリキュラムの比

較研究 

筑波大学東京キャンパス 
オーストラリア（他地域） 

中臺 昇一（拠点校理科担当） 
濱本 悟志（附属学校教育局次長・カリキ

ュラムアドバイザー） 
荒井 穂菜美（附属学校教育局特任助教・

海外交流アドバイザー） 

 経費の支出元 
派遣・受け入れプログラム ＷＷＬ支援事業支出 管理機関経費支出 受益者負担 
国内フィールドワーク なし 引率：校費負担 生徒：全額自己負担 

国内型国際フィールドワー

ク（アジア学院編） 

生徒：交通費＋滞在費 
引率：交通費＋滞在費 
謝金 

生徒：滞在費一部負担 
引率：一部負担 
謝金：一部負担 

生徒：滞在費一部自

己負担 

国際フィールドワーク 
（オーストラリア編） 

生徒：交通費のみ 
引率：交通費＋滞在費 
謝金 

生徒：滞在費一部負担 
引率：負担 
謝金：一部負担 

生徒：滞在費一部自

己負担 

国際ピエール・ド・クーベ

ルタン・ユースフォーラム 
なし 

生徒：半額負担（主催者負担以外） 
引率：（主催者負担） 

生徒：半額負担 

高校生国際 SDGs 会議 
生徒：国内移動費 
引率：国内移動費 

生徒：各国１名分負担 
引率：各国１名分負担 

生徒：参加国負担 
引率：参加国負担 
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(4)オリンピック・パラ

リンピック教育とイン

クルーシブ教育の推進 

筑波大学 
筑波大学東京キャンパス 
筑波大学附属学校連携校 

中塚 義実（連携校オリパラ教育担当） 
雷坂 浩之（附属学校教育局教育長補佐) 

(5)高校生 SDGs 国際会

議の開催と成果発表 

筑波大学東京キャンパス 
筑波大学附属坂戸高等学校 
筑波大学附属連携校 

今野 良祐（拠点校国際教育推進委員） 
濱本 悟志（附属学校教育局次長・カリキ

ュラムアドバイザー） 
荒井 穂菜美（附属学校教育局特任助教・

海外交流アドバイザー） 
 
７ 課題項目別実施期間（契約日～令和 4 年 3 月 31 日） 

業務項目 

 
(1)国内外フィ

ールドワーク

を取り入れた

体系的な探究

型カリキュラ

ム開発 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

･COVID-19 の

状況を把握

し，各機関と

実施可否の調

整 
･大学と連携し

た学習の準備 

･分散型国内フィールド

ワーク実施（7 月，高 2
全員対象：高 1 の代

替） 
･国内版国際フィールド

ワーク実施（8 月・ア

ジア学院，選抜生徒） 

･高 1 全員対象の

ASEAN フィールド

ワークの渡航先選択 
･大学と連携した

SDGs を軸とした事

前学習 
･高 2 国内フィールド

ワークのまとめ 

･総合学科研

究大会（2
月）におけ

る成果報告 
･ASEAN フィ

ールドワー

クの準備 

ASEAN
フィール

ドワーク

の実施

（可能で

あれば） 

(2)高大連携に

よる高度な学

習環境の整備

と先取り履修

の実現 

･高大連携によ

る高校生の卒

業研究支援プ

ログラムの推

進 

･高大連携による，卒業

研究オンライン指導

や，オンライン授業プ

ログラムの実施（産

社，T-GAP,卒業研究） 
 

･BPGI プログラムと

連携した国際シンポ

ジウムの開催 
･BPGI プログラム留

学生との SDGs を軸

にした協働プログラ

ムの開発 

･筑波大学国際部およ

び SEAMEO Schools’ 
Network と連携したプ

ログラムの開発 

(3)連携校との

合同フィール

ドワークと探

究型カリキュ

ラム比較研究 

･タスマニアフ

ィールドワー

クの立案（他

地域や国内で

の実施も） 

･拠点校および連携校へ

の参加生徒募集 
･参加生徒と引率教員の

決定 

･事前説明会 
･参加生徒の事前学習会開催 
･企画実現のための各種交渉 

フィール

ドワーク

の実施 

(4)オリパラ教

育とインクル

ーシブ教育の

推進 

･拠点校と連携

校でのオリパ

ラ教育の実施 

･オリパラ東京大会のサ

ポート 
･国際大会への参加 
･共同生活の準備と実施 

･クーベルタン－嘉納

ユースフォーラムの

準備と実施 
･成果の発表 

･成果のまとめ 
･令和 5 年度の国際大

会への準備 

(5)高校生 SDGs
国際会議の開

催と成果発表 

･大会概要の検討と決定 
･国内外連携校との協議 
･協力機関との協議 

･実施形態の確

定（オンライ

ン or ハイブ

リッド） 
･大会準備 

大会の

広報・

周知 

国際会議

の開催 

・次年度以降の計画会議 
・研究会，学会等での成果

発表 

 
８ 再委託先の有無：無 
 
９ 所要経費 別添のとおり 
 
【担当者】 
担当課 東京キャンパス事務部企画推進課 ＴＥＬ 03-3942-6803 
氏 名 岩澤 一雄 ＦＡＸ 03-3942-6911 
職 名 課長 E-mail kikaku-kokusai@un.tsukuba.ac.jp  
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１ 筑波大学 WWL コンソーシアム事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上図は、附属坂戸高等学校を拠点校とし、筑波大学が管理機関となって次世代の人材育成システ

ムに取り組む構想図である。3 年間の WWL コンソーシアム構築支援事業を活用し、10 年後の姿を

想定してステップアップしていく実践を表現している。 

 筑波大学のスクールカラーである紫色の箇所は、筑波大学の国際展開力と専門性や国際機関を十

分に活用した拠点校と連携校の取り組みで、本事業ならではのグローバルな次世代人材育成プログ

ラムを表している。 

 緑色の箇所は、拠点校である附属坂戸高等学校で実施する取り組みで、日常の授業と国内外のフ

ィールドワークを連動させた次世代の人材育成を目指したカリキュラム開発を表している。特に、

国際社会で設定された SDGs17 目標を中心に、地球規模課題に対して当事者として問題解決に取り

組む姿勢の涵養を重視している。 

 グローバル化した国際社会での中等教育では、複数の国内外の学校が国際展開力のある大学や国

際機関と連携しながら、次世代の人材を育成する新たなカリキュラムの開発が求められている。上

記の両取り組みを通して、国際社会に貢献できる教育手法の開発と発信、そして共有を推進したい

と考えている。 
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２ ５つの柱と ALネットワーク 

本事業では持続可能な国際社会を創る人材育成のために、WWL 事業として 5 つの柱になるプロ

ジェクトを設定し、それらを達成するために AL ネットワークを組織した。特に、管理機関では附

属学校教育局がネットワーク全体を統括・調整し、プロジェクトごとにその目的に合う関連部署（研

究室、センター、委員会等）を配置し、共同で事業を推進する体制を整備した。国内海外の連携校

については、その学校の特色を考慮して担当するプロジェクトを定め調整を行った。 
① 附属坂戸高等学校（事業拠点校）での国内外フィールドワークを取り入れた体系的な探究型カリ

キュラムを開発する。 
② 国内外の大学との連携を図り、留学生派遣と受け入れの推進、先取り履修等の高大接続を視野に

入れた高度な学習を可能にする学習環境を整備する。 
③ 事業連携校とグローバル人材育成システムに関する情報交換と比較研究、教員研修も兼ねた合同

海外フィールドワーク（オーストラリア タスマニア州）等により成果を検証する。 
④ 筑波大学の特色である「オリンピック・パラリンピック教育」と「インクルーシブ教育」を通し

たマインドセットを涵養し、国内外の活動や国際大会への参加を推進する。 
⑤ 高校生 SDGs 国際会議を開催し、成果を発表して共有し、社会に発信する。 

【
統
括
・
調
整
】 

【②高大連携・接続・留学】 

【⑤発表・共有】 
【④ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ国内外活動 
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ国内外大会】 

高校生国際 SDGs 会議 

（将来は高校生国際 

SDGs ウィークへ発展） 

≪AL ネットワーク≫ 

【
統
括
・
調
整
】 

 【③カリキュラム比較研究・合同海外ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ】  【①育成カリキュラム開発&海外ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ】 

【①海外フィールドワーク】 
【②高大連携・接続・留学】 

【
連
携
・
協
働
】 

【
連
携
・
協
働
】 

【⑤発信】 
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３ 令和２年度の年間計画とコロナ禍での変更 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤高校生国際SDGs会議（現高校生国際ESDシンポジウム）

8
月

10/31午前 高校生国際ESDシンポジウム（ホスト：坂戸高校）→オンライン開催
・基調講演／分科会：「Ethical消費という観点」「Changes in Asia」「Fieldwork」「オンライン口頭発表」「COVID-19×SDGs」
　／全体会（分科会報告）

6/30 SGH・WWL合同連絡協議会　→ 延期

12
月

2
月

3月 国際合同フィールドワーク（オーストラリアタスマニア州）→中止
　坂戸、附属高校、駒場、特別支援、学芸大学附属国際中等教育、お茶の水女子大学附属高校

9/15  第２回WWL調整会議 →オンラインで実施

12/26・27 クーベルタン・嘉納・ユースフォーラム（兼日本代表選考会）→ オンラインで実施

11/21～23 国内フィールドワーク＠那須（アジア学院） 現地で実施
　海外の農村指導者を養成する機関を訪問し、農業実地体験等を通して世界の農村リーダーたちと交流する

2/12～13  第２回WWL・第24回総合学科研究大会 →オンラインで実施

3
月

9
月

10/29  SGH・WWL連絡協議会（筑波大学主催） →オンラインで実施

3月 ASEAN校外学習（インドネシア、タイ、シンガポール・マレーシア） →  中止
　附属坂戸高校1年生全員を対象にした海外派遣（国際フィールドワーク）で、インドネシア、シンガポール・マレーシア、タイ国の希望する国に海外派
遣し、現地でのフィールドワーク

10/31 第１回
運営指導委員
会検証委員会
→オンライン開催

2/19  第３回WWL調整会議 →オンラインで実施

11
月

2/22  WWLコンソーシアム構築支援事業拠点校とのオンライン意見交換会（文部科学省と）

事
業
内
容

12/20 全国高校生フォーラム（文部科学省・筑波大学共催） → オンラインで実施
　・オープニング（開会宣言、全体説明：渋谷教育学園渋谷）  　・分科会（SDGsで４大テーマ、8分科会）

　・ポスタープレゼンテーション表彰＆優秀校発表会、審査委員長挨拶、文部科学省挨拶）

7/月 国内フィールドワーク（新潟県阿賀町）→ 中止
　附属坂戸高校1年生全員が新潟県阿賀町を訪問し、フィールドワーク（3泊4日の民泊）を通して日本の将来的課題を発見し、日本の視点からその課
題に取り組む

筑波大学（拠点校附属坂戸高校と連携校）の事業

5/19 第１回WWL調整会議 →メール会議で実施

事業全般

①附属坂戸高校（拠点校）でのFWを取り入れたカリキュラム開発

②附属坂戸高校（拠点校）での高度な学習を可能にする大学との連携

③連携校での国際FWと教員研修

④筑波オリジナル（オリパラ、特別支援）

5
・
6
月

オリンピック・パラリンピック東京大会 → 延期

7～8月 国際フィールドワーク（インドネシア）→ 中止→「国内フィールドワーク＠那須」へ
　附属坂戸高校2～3年生の代表7名が、「インドネシア100年の森」をモットーに、インドネシア人の生徒と協力しながらグヌン・グデ・パンランゴ国立公園
周辺地域の森林環境をより良くするための活動を考え実践する

7
月

7/29  SGH・WWL事務説明会（文部科学省主催） →オンラインで実施

10
月
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１ 附属坂戸高等学校のカリキュラムの考え方 

 

総合学科教育は「多様な選択科目の設置（課外活動を含む）､柔軟な単位認定、能力・適性等に対応

した教育」によって、多様化と個別化を実現すること、また「様々な人やものとの関わりを通したキャ

リア意識の醸成、学びのためのガイダンス科目の設置」など、学ぶためのガイダンス機能の充実がその

特徴である。この教育を通じて、生徒に自己肯定感（self-esteem）とそこを基盤として生み出される

エネルギー（empowerment）により、自分の内側（興味関心や価値観）および外側（他人や社会、国、

世界）にあるものと主体的に関わる態度や資質・能力を育てることを目指している。別の表現を使えば

総合学科教育は「当事者性」を求める教育ともいえる。自分はナニモノで何を求めているのかなど自分

を追究しようとする人材、つまり自分自身に対する当事者となること、また自分が社会の中で果たすべ

き役割は何かということを自律的に考える人材、つまり自分の外側に対する当事者となること、この二

つの当事者性を持った人材を育てる教育が総合学科の価値といえる。 

 本校は平成 6年に総合学科を開設して以来、四半世紀にわたって総合学科教育の在り方について実践

研究を重ねてきた。現在は「複雑で予測の難しい社会の変化を前向きにとらえ、多様な他者と協働して

新しい未来の姿を構想し実現していく人材となるために必要となる資質・能力を、総合的・体験的・実

践的な教育を通して育成する。」という教育目標を揚げ、「Engage today. Empower tomorrow.」を合

言葉に教育活動を進めている。この目標・理念達成のために最も必要なことが、生徒達に当事者性をい

かに育むかということである。 

本校のカリキュラムの特徴を図１に示す。生徒は学校生

活および教科科目の学びによって、様々な知識、スキルを

獲得していく。これは学校の基本的な機能といえる。一

方、本校のカリキュラムはこの基本的な機能に加えて、当

事者性を育むための仕組みを別の軸として捉えたものとな

っている。図１の縦軸、「他者との関わり」「自己理解・

追究」の部分である。本校ではこれをカリキュラムの柱と

位置付け、３年間を通じた探究学習を置いている（図 2）。

1年次の「産業社会と人間（図中は産社）」、2年次「T-

GAP」、3年次「卒業研究」によって、生徒自身が当事者性を意識化、明確化、深化させることができる

ように３つを連携させ、継続した学習活動として実施している。縦軸の学びが進むことによって、教科

科目で獲得してきた知識やスキルを自分自身で振り返り、

自分自身にとって必要なものや足りないものを自ずと意識

できるようになることが期待できる。生徒自身の中で学び

が総合化されていくことを目指す考え方である。 

 以上のように、総合学科教育はもともと「当事者性」育

成が教育の価値である。一方、「当事者性」はグローバル

人材の基礎的素養として捉えられている。つまり、総合学

科教育を推進することがグローバル人材育成にもつながる

のである。 

図 1 本校カリキュラムの特徴 

図 2 当事者性を育む柱 
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２ 各プログラム・科目のカリキュラムにおける位置付け 

 

本校のカリキュラムの柱は 1年次「産業社会と人

間」、2年次「T-GAP」、3年次「卒業研究」の継続

した学習である。SGH 事業ではこのカリキュラムの

柱に、グローバル人材の資質・能力の育成という視

点を導入する目的でいくつかのプログラムを追加し

た（図 3）。WWL事業では SGH事業から引き継ぐプ

ログラムとして「グローバルライフ」「国際フィー

ルドワーク」「海外卒業研究支援」「インドネシア

語」、WWL事業で新たに追加したのが「阿賀町校外

学習（国内フィールドワーク）」である（SGH事業の１つである「国際フィールドワーク入門」は国内

フィールドワークに統合した）。 

 

３ 各プログラムについて 

 

(1) グローバルライフ 

・ＷＷＬカリキュラムにおける本科目の位置づけ 

 本校の WWLでは、グローバルイシューに対して「当事者性」をもって取り組んでいくこと、そのため

には様々な現場を訪れ 1次情報に触れることを重視している。しかし、すべての高校生がそのような多

くの現場で学ぶことはできない。そのため、「グローバルライフ」では、すべての生徒がグローバルな

課題と向き合い、世界の諸課題に対して当事者として関わっていける素養を身に付けるために（地球市

民性の醸成）、高等学校必修科目である「家庭基礎」をベースに開発を行っている。本科目は１年次生

の必修科目として２単位で設置している。 

本科目を WWL の基礎科目として開発するに至った背景に、「国際問題」「グローバル化」といった事

柄に対して、一部の特別な人が関わるものだと考え自分事としてとらえられない生徒、そして教員も少

なからずいる現状があげられる。この課題を解決するために、「日常生活がすでに世界とつながってい

る。これからは、誰もが世界とのつながりを考えたうえで生活をする必要がある」という当事者意識を

芽生えさせる必要があると考えた。これを学校教育のなかで実現するには、生活課題から問題意識を育

む家庭科の果たせる役割は大きく、そして家庭科と他教科が協働することでその可能性をさらに広げら

れるという考えのもと、本科目を SGH から引き続き実施している。 

本科目の学習目標は、学習指導要領「家庭基礎」の目標に地球市民性を育むため、１）日常生活の中

から世界とのつながりを意識させること、２）地球規模で考え、地球に暮らす一人としての意識を持た

せることの 2点を追加した。さらに地歴公民科、外国語科、国際科、農業科、工業科など複数の教科の

教員で授業案の作成や授業運営を行った。今年度は 4名の教員で授業を担当し、4クラス同時並行のロ

ーテーションで授業展開を行っている。 

 

 

図 3 SGH、WWL 事業で教育課程に位置付けた事
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・本科目の目標 

 上記のような科目開発の背景をふまえ、本科目の目標を次のように設定している。 

「人の一生、生活に関する学びを地球規模で考え、地球に暮らす一人としての意識を持たせる。家族・

家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得していく中で、日常

生活の中から世界とのつながりを意識し、自分の生活、家庭、地域の生活課題を主体的に解決するとと

もに、生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる」 

さらに、生徒に身につけてほしい力を次のように設定した。 

「日本と世界とのつながりを理解し、これからの自分の生活を創造するための３つの力を身につける」 

１）日常生活の先にある世界を想像できる力 

２）日常生活から世界の課題を発見できる力 

３）自分の考えを他者に伝え相互に共有できる力 

 これらの３つの力を身につけるため、教員による知識伝達以外にも「自ら調べ、課題を発見するこ

と」「他者との意見共有」などの時間も重視している。 

 

 

 

図４
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・学習内容 

本来の「家庭基礎」における学習内容は多岐にわたる。そのため、家庭基礎で身につけさせたい概念

などをふまえつつ、生徒が実感しやすく発展的に考えることのできる分野を絞り、開発していくことと

した。最終的に、衣分野、食分野、社会との共生分野、生活とグローバル課題を考える分野の４分野で

内容を構成した。本科目では、いかに“自分のこと”としてとらえられるかを大切にし、身近なことか

ら考え続けていくことを願い、題材を選定している。 

 

・今年度における取組 

本年度の授業実施内容を一覧：図４に示した。これまで同様、4分野を 1年間ローテーションする形

で授業を運営したが、今年度はコロナ禍での実施となり若干の内容変更が生じてしまう部分もあった

が、基本的にはどのクラスも同じ内容が学習できるよう配慮した。また、４分野の学習の他に、定期的

に外部講師の講話を実施した。 

（第 2回 WWL研究大会第 24回総合学科研究大会資料集より抜粋） 

（横瀬 友紀子） 

 

(2) 国内フィールドワーク＠那須 アジア学院 

・国内フィールドワークの実施 

 今年度はコロナ禍のため海外フィールドワークが全く実施できない状況であった。そのため、国

内においてもグローバル課題に対する課題探求が可能な場所を探していたところ、卒業生から那須

町にあるアジア学院を紹介された。ここでは生徒の活動の実際を報告する。 

 

・アジア学院フィールドワークの目的 

○コロナ禍における「国内フィールドワーク」の在り方を検討し、今後、生徒の学びをできる限 

り確保するための試行する。 

○持続可能な社会づくりに関して、現場での農業体験と自己のライフスタイルとを比較する中

で、自らはどのように将来的に関わっていくか考える機会を提供する。 

○日本で研修中の海外の農村リーダーとの交流の中で、日本における国際交流の在り方を検討す

る。 

・活動日程、宿泊場所等 

 日程：11 月 21 日（土） 

09：00 駐車場集合 検温(コロナ対策がなされた貸し切りバスで出発) 

09：30 出発 

12：00 到着・昼食 

14：00 オリエンテーション（農場の解説） 

18：30 夕食 

19：30 研修生徒の学習会① 

20：30 終了（女子生徒は、ホテルに移動）※バスは、坂戸からのバスを留め置き 
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11 月 22 日（日） 

08：00 朝食 

09：30 ファームワーク 

12：00 到着・昼食 

14：00 フードライフに関する研修（アジア学院職員による講義） 

18：30 夕食 

19：30 研修生徒の学習会② 

20：30 終了（女子生徒は、ホテルに移動） 

11 月 23 日（月） 

08：00 朝食・清掃 

09：30 アジア学院職員のファシリテーションによる振り返り 

12：00 昼食 

13：00 出発 

17：00 到着 

アジア学院は、1973年に創立され、アジア、アフリカ、太平洋諸国の農村地域から、その土地に

根を張り、その土地の人々と共に働く“草の根”の農村指導者（Rural Leader）を学生として招

き、栃木県西那須野のキャンパスにて、国籍、宗教、民族、習慣、価値観等の違いを認めつつ、公

正で平和な社会実現のために、実践的な学びを行っている学校である。９ヶ月間の農村指導者養成

の研修は、いのちを支える「たべもの」作りにこだわり、有機農業による自給自足を基本としてい

る。学生たちは座学、ディスカッション、見学研修、グループ単位での農場運営を通して、自国の

コミュニティの自立を導くリーダーシップを養っている（http://www.ari-edu.org/about-us/よ

り）。コロナ禍においても、国内で海外の人たちと共に学べる場所を模索していたところ、本校の

卒業生とのつながりの中で、このアジア学院において国際フィールドワークを試行することができ

た。2020年 11月 21日から 23日の 2泊 3日に 11名という人数で、コロナ対策を常に配慮しながら

の活動であった。学院では、人々が最も大切にしていかなければならない、「食」「いのち」をベ

ースに、持続可能で平和な世界を創っていく、まさに SDGsに通底する学びを実現することができ

た。来年度以降も、継続的に連携を依頼しているところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  40  

アジア学院における国内版国際フィールドワークの様子（₂₀₂₀ 年 ₁₁ 月 ₂₁ － ₂₃ 日）
（左：野外でのワークショップの様子　右：インドネシア人研修生からの講話）
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(3) 「T-GAP」の位置付け 

「T-GAP」は本校 2 年次の必履修科目で「つくさかグローバルアクションプログラム」の頭文字を取

ってつけられたもので、本校が SGH 指定校となり開発された科目の 1 つである。本校のキャリア教育・

課題解決型学習の、基幹を担う科目である。一昨年度までは学校設定教科「国際科」（2 単位）として開

講されていたが、昨年度から教育課程の改編にともなって科目名はそのままに、教育課程上は「総合的学

習の時間」として実施されている。 
本校の特徴的なカリキュラム開発上の重点として、3 年間を通じた全校的なキャリア教育の取り組みが

挙げられる。1 年次「産業社会と人間（以下、「産社」）」、2 年次「T-GAP」、3 年次「卒業研究（以下、「卒

研」）」の一連の流れの中でキャリア形成に資する基礎的・汎用的能力（2011、中央教育審議会）を総合的

に育成することが目指されている。そして、そうした能力の中でも、近年では「課題対応能力」に注目が

集まっている。 
本校は「WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業」の拠点校として、国

内外フィールドワークを取り入れた体系的な探究型カリキュラムを開発する役目を担っており、今年度

はその 2 年目である。その中で、育成する人物像として、SDGs の課題解決ができる人、広い視野と専門

性を持つ人、新たな分野同士の融合によりイノベーションを起こすことができる人、世界の架け橋とな

ることができる人を挙げている。WWL 拠点校となる以前より実施している「国際フィールドワーク」や

「高校生国際 ESD シンポジウム」などの種々の取り組みや 3 年間を通じた「産社」から「T-GAP」、「卒

研」までの流れは、全校的に行われる課題対応能力の育成の基幹となるものであり、WWL の構想の実現

においても欠かすことができないもので、更なる発展が必要である。特に本年度 2 年次生（26 期生）か

らは、1 年次 7 月に新潟県阿賀町での国内フィールドワークを開発実施し（2020、筑波大学附属坂戸高

等学校）、1 年次 3 月に実施している海外校外学習のフィールドを、カナダから ASEAN の 3 地域（イン

ドネシア、タイ、シンガポール・マレーシア）に変更している。ここでは、「産社」で 地域
ローカル

と 世界
グローバル

につ

いての事前学習を行ったうえで実際に現地に赴き、バックグラウンドの違う人たちと協働したり異なる

文化や社会課題に触れたりするなどの経験をする。このように実際に 1 次情報に触れたり確かめたりす

ることを通して、批判的に物事を考えることができる力の基礎、協働力の基礎を身に付け、「T-GAP」へ

の効果的な連接を図っている。 
2 年次「T-GAP」は、生徒たちが社会課題を発見・設定し、高校生ができる解決策を考え、グループで

協働してソーシャル・アクションを実行することに重きを置く。このような課題設定・情報収集・問題解

決・まとめのサイクルを繰り返すことで、「卒業研究」への連接を担っている。 
 

・本年度までの「T-GAP」の運用とその成果と課題 
 前述のように「T-GAP」は、SGH を実施するにあたって開発され WWL の実施においても継続して実

施していく科目の 1 つである。その蓄積の中で、申し送られてきた課題を順次挙げていきたい。 
【令和元年度（25 期生）】 

①アクション実施までのスケジュールが過密であったこと 
②（研究的な）リサーチスキルの指導不足 
③教員の促しがある程度必要な生徒も事業が立ち上げられたために、企画を推進しきれず負担感

が大きかったであろうこと 
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 【平成 30 年度（24 期生）】 
   ①アクション実施までのスケジュールが過密であったこと 
   ②（研究的な）リサーチスキルの指導不足 
   ③教員が「レール」を敷き過ぎることの弊害 
 前々年度の「T-GAP」では、実際にソーシャル・アクションに取り組むまでに、「アクションⅠ」「アク

ションⅡ」と二段構えでアクションを実施している。「アクションⅠ」では、活動の実施に必要となる知

識やスキルを習得することを目的として、自分たちの課題設定が妥当かどうか、当該社会課題を扱う外

部団体を探しアドバイスを受ける。「アクションⅡ」では、実際に自分たちの身近なところで課題解決の

ための行動を起こす。前年度の「T-GAP」でも、同様の運用をしている。こういったプロジェクト型学習

の経験があまりない生徒にとって、事前に専門家からアドバイスを受けることは、適切な課題設定やソ

ーシャル・アクションを実現するためには効果的な取り組みであろう。  
 今年度は、生徒がプロジェクト計画を立てる前に、興味・関心分野の多くの知識取得のための活動を行

っている。また、プロジェクトの［目標］を立てる際には、［ビジョン（理想の状態）］が何なのか、設定

した［目標］は本当に［ビジョン］に基づいているのかを意識するように展開している。この段階の生徒

にとって、プロジェクト計画を作成することは大変難易度が高いため、プロジェクト計画に必要な要素

を明確にすることでプロジェクト計画の作成・修正がしやすいようにした。それにより、早い段階でのプ

ロジェクト計画の作成・練り上げの実現を意識している。 
 
・本年度の基本計画 

本年度の「T-GAP」の目的を次のように設定した。 
［1］自ら社会課題を設定し、解決のための方策を考え実行することができる。 

［2］設定した社会課題の解決に向けて、グループで主体的・協働的に取り組むことができる。 

［3］アクションの過程・結果から、更なる課題を設定することができる。 

［4］活動内容を適切な様式で表現することができる。 

［5］設定した社会課題がグローバルな課題であることを理解することができる。 

 これらは、これまでの本校の目的を踏襲しつつ「総合的探究の時間」の学習指導要領のねらいを意識し

ており、今後の成果から本校の目的を常に修正していく必要があるものである。 

【運営体制など】 
 ・変則隔週土曜日の 1～3 限（2 単位）。 
 ・担当教員 8 名で、１人の教員が 4～5 グループ（約 20 名程）の生徒を担当した（統括教員は 2 グル 

 ープ 10 名の生徒を担当した）。 
 ・8 月まではオンラインで、9 月からはオンラインと対面を併用しての実施。 
  今年度はコロナの影響で計画を変更したところもあるが、おおむね計画通り進めることができた。 
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 【本年度の年間指導計画】 

 
・「T-GAP」の指導の実際 
 今年度の T-GAP は、コロナの影響でスタートが遅れ、初回の授業が 4 月 20 日となった。8 月末まで

は完全オンライン（Zoom を利用）で授業を実施し、9 月からはオンラインと対面を併用して授業を実施

した（図 1）。 
 初回授業の冒頭では、3 年次に取り組む「卒研」との比較をしながら、これから取り組む「T-GAP」に

ついての説明（ソーシャル・アクションの説明など）と 1 年間の流れを示した。そして、先輩たちの「T-
GAP」の取り組みをいくつか紹介し、「T-GAP」のイメージが湧くようにしている。授業は、パワーポイ

ント等の資料を Zoom で共有しながら行っており、授業で用いた資料は Teams や Classi を活用してデ

ータで配信している。初回授業からプロジェクトの計画、アクションの実施、活動報告会、「T-GAP」最

終報告書の作成までの実際については、第 2 回 WWL 研究大会第 24 回総合学科研究大会資料集を参照

されたい。 
（第 2 回 WWL 研究大会第 24 回総合学科研究大会資料集より抜粋） 

（26 期 2 年次担任団） 
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(4) 卒業研究 

・はじめに 
 本校における「卒業研究」は、１年次の「産業社会と人間」および２年次の「T-GAP」を基盤として、

生徒が社会課題に対する当事者性を深化させるプログラムとして位置づけている。「卒業研究」では、科

目群や選択授業、課外活動等を通して培った理論知・実践知とアカデミック・スキルを駆使して、生徒が

自身の興味・関心を学術的に探究することを目指している。「卒業研究」の指導における教員の役割は、

探究学習が生徒に対してアカデミック・スキルのみならず、自身のメタ認知や自己調整学習を求める性

格を踏まえ、生徒一人一人の自主的・自発的な研究活動をファシリテート（援助）することを基軸に据え

ている。 
しかしながらそれ故に、本校の「令和元年度「卒業研究」実践報告」1)においては、①教育課程におけ

るアカデミック・スキル育成の位置づけ、②探究学習に対する教員間の共通理解、③運営体制の整備、以

上の３点が課題として挙げられている。①に関しては、多岐にわたるアカデミック・スキルを学校教育活

動全体で如何にして生徒に体得させるかを指向したカリキュラム・マネジメントと、生徒に対してアカ

デミック・スキルとは何かを系統的に理解させるための手立てが求められる。②に関しては、指導教員が

専門とする学術領域における論文体裁等の作法や指導教員の指導方針の違いによって、研究活動に不慣

れな生徒が混乱しないような配慮が求められている。また、探究学習における評価方法が教員間で差異

が生じないよう是正する必要がある。③に関しては、生徒一人一人によって異なる課題研究の進捗状況

や指導に際して生じている問題点を教員間で密に共有することが求められている。 
これらの課題に加え、本年度は COVID-19 流行に伴う臨時休校とオンライン授業（令和２年３月から

６月末まで）により、教員が生徒に対して直接的に研究指導を実施することが困難な状況であった。さら

に日本政府から緊急事態宣言が発令されたことにより、校内外で探究活動を展開するための行動が制限

図 1 オンライン授業の様子 
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され、先行きが見えない中で生徒たちは自身の研究活動を進めることを強いられた。こうした状況下に

おいても生徒の学びや探究活動を止めさせないという視点から、本校ではオンラインでの「卒業研究」の

指導に当たるための手立てを年度当初に早急に検討した。 
 以上の課題を鑑みて、本年度の「卒業研究」の指導においては、下記のように是正して指導を展開した。

本稿では、これらを踏まえて得られた実践成果を主に報告する。 

 
・本年度の「卒業研究」の構想 

本科目の目標 
（ア）探求・探究活動を通じて、事象を多様な情報から実証的・論理的にとらえる視点を養い、多角的

に調査や分析を行う能力を身に付ける。 
（イ）論文の作成・発表・指導教員との対話を通じて、論理的に情報を整理し、わかりやすく表現する

能力を身に付ける。 
（ウ）探求活動を通じて、自分自身の興味・関心や志向するキャリアを認識し、主体的に継続的に学習

に取り組む姿勢を養う。 
 
・運営体制 
（ア）学校指定必履修科目として、毎週金曜日５・６限（２単位）に実施する。 
（イ）学習成績評価は５段階評定で算定する。 
（ウ）指導教員は２４名体制とする。指導教員と生徒の組み合わせは、生徒の研究課題・興味関心と指

導教員の専門性によって決定し、１人の教員につき生徒６～８名が指導・評価・フィードバックの一

連の研究指導を受ける。 
 

表１ 本年度の「卒業研究」担当教員の教科別人数 

教科 担当教員数 教科 担当教員数 教科 担当教員数 

国語科 2 理科 4 情報科 1 
数学科 2 保健体育科 1 家庭科 2 
外国語科 1 農業科 4 福祉科 1 

地歴公民科 1 工業科 2 商業科 3 

 
 
 

（１）「卒業研究」の担当教員を２４名体制とした。（昨年までは１６名体制であった。） 
（２）卒業論文の第２稿および最終稿の評価は、主査（指導教員）および副査の２名でルー

ブリックに基づいて実施し、ルーブリックの簡素化を試みた。 
（３）Zoom を用いたオンライン指導、オンラインツール Classi を用いた課題提出物の集

約、Microsoft Office 365 を用いた個別指導等、ICT を駆使した指導体制を構築した。 
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（エ）毎週金曜日の授業開始前に、オンラインツール「Classi」を用いて活動記録に関するポートフ

ォリオ課題を配信し、次の日曜日までに回答するように指導する。指導教員が個々の生徒の活動状

況を把握するとともに、生徒が自身の活動をポートフォリオとして蓄積し、フィードバックする。 
（オ）「卒業研究」の指導に際しては、探究活動において求められる知識・理解、思考力・表現力、卒

業研究に対する姿勢を包括的に評価するために、論文作成、発表会、ヒアリング（定期面談）等、多

岐にわたる学習機会を設定する。 
 

・評価の概要 
＜１学期（年間評価の約 30％）＞ 

  ① 構想レポート（卒業論文初稿） ② 進捗状況報告会 ③ 定期面談による進捗状況報告  
④ 中間発表会 ⑤ 卒業論文初稿 ⑥ 活動記録 

 
＜２学期（年間評価の約 50％）＞ 

  ① 定期面談による進捗状況報告 ② 卒業論文第２稿 ③ 最終報告会 ④ 卒業論文最終稿  
⑤ 活動記録 

＜３学期（年間評価の約 20％）＞ 
  ① 卒業論文最終稿修正 ② 学年代表発表会ワークシート ③ 活動記録 
 
・指導の実際 
プレ卒業研究（２年次３学期、令和２年１月～２月） 
（１）問いの設定のための思考の整理と深化 

生徒は１年次の「産業社会と人間」（カナダ校外学習における個人研究テーマ報告書の作成）、２年

次の「T-GAP」（ソーシャルアクションの展開および活動報告書の作成）において、探究活動に求め

られるアカデミック・スキルや論文の執筆方法に関する素地を身に付けている。この時期は、「探究

活動とは何か」「論文を執筆するためには何が必要か」について生徒に再度指導した。具体的には、

研究と活動の違い、論文の体裁、参考・引用文献の記載方法、先行研究の読み方（着目するべき点）、

文献の調べ方等の講義を踏まえ、自身の考えや興味・関心をマインドマップで可視化し、自身が探究

したい課題研究テーマを設定させた。 
しかし、生徒が個人として課題研究テーマを設定した経験がないため、この段階ではほとんどの

生徒が探究活動として成立する問いを設定することは困難である。そこで、苅谷（2002）2)を参考と

して、探究活動に適した問いを創造することを指向した活動を実施した。具体的な例としては、「猿

による作物被害の解決策」に関心がある場合、「猿は何故、どのようにして作物を荒らすのか」「猿に

よる作物被害の頻度・被害額はどの程度か」等、「What～（～とは何か）」「How～（～はどうなっ

ているか）」「True or not～（～は本当か）」という角度から、生徒が抱く「大きな問い」を「小さな

問い」へと分割させていく視点に着目させた。さらに、生成した問いを生徒間で共有し、互いにあら

ゆる角度から新たな問いを生み出させ、その問いに対する答えを調べたり、自分なりの答えを述べ

させたりする中で、今すぐに答えを見いだせない問いに到達することができれば、それが卒業研究

のテーマになり得ることを認識させた。 
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（２）卒業研究の構想（２年次３学期、令和２年３月） 
例年、本校では２月末の学年末考査を終えた後に、生徒は様々な教員との対話を通して本格的に研

究テーマの構想に着手し、３月中旬の構想発表会に向けて準備を進める。しかし、本年度は COVID-
19 の流行により、３月から先の見通しが見えない臨時休校の措置を取ることとなったため、生徒への

指導計画の変更を余儀なくされた。それに伴い、例年３月に実施している卒業研究の構想発表会も中

止となった。周知のように、研究課題の設定（問いの設定）は探究活動の良し悪しを決定する最も重要

な過程といっても過言ではない。そこで、生徒が自身の研究課題を検討する時間を確保するため、オン

ラインコミュニケーションツール「Slack」を用いた座談会を企画した。生徒が卒業研究の構想で悩ん

でいることや疑問点を投稿し、それに対して教員や生徒が自由に考えを書き込めるような掲示板を設

けた。教員は輪番制で生徒への投稿に返信し、生徒に対して個別にきめ細かな指導を行うことを目指

した。それと同時に、Classi を用いて４～５日間おきに卒業研究の構想に際してこれから調べること・

調べたことを報告させ、生徒の課題研究の進捗状況をある程度把握することができた。 
 

・卒業研究 
（１）ゼミの立ち上げと卒業研究の始動（令和２年４月） 
  前年度末までに本校では年度初めからオンライン授業を実現すべく、各家庭へのインターネット環

境の調査や希望する家庭にはポケット Wi-Fi を貸出する等の対応を取った。この措置は功を奏し、年

度初めから Zoom を用いたオンライン授業を展開することが可能となったため、「卒業研究」の授業に

おいても、年度当初にオンラインで学年全体でのガイダンスを実施し、その後、生徒は各指導教員によ

るオンラインゼミによる指導を受けることになった。生徒によって卒業研究の進捗状況が大きく異な

っていたため、論文の提出や発表会の期日等を学年全体に関わる事柄のみを周知徹底した上で、各指導

教員の裁量で指導内容を決定してよいものとした。また、Microsoft Office 365 Teams のチャット機能

を併用して、生徒への個別指導を必要に応じて実施した。 
 
（２）全体での指導内容 
（ア）卒業論文 

本科目における最も主要な評価対象物である。卒業論文は初稿（令和２年６月）、第２稿（令和２   
年９月）、最終稿（令和２年１１月）の順に、生徒に対して研究内容およびその成果を段階的に深め

させた。論文の基本体裁は、①A4 縦長・横書き・文字 10.5 ポイント、② 40 字×40 字、③余白上

下左右 30 mm とし、最終稿では本文のみで A4・15 枚以上の論文執筆を課した。 
卒業論文の内容・構成を評価する上で、生徒には探究活動に求められるアカデミック・スキルとし

て下記の１０項目を提示した。 
 

 

 

① 課題発見 ② 知識・理解 ③ 論理的な議論 ④ 適切な分析方法と評価方法の適用  
⑤ 成果提示・課題把握 ⑥ 適切な言語の使用 ⑦ 論文の形式・体裁 ⑧ 要約・整理  
⑨ 内発性 ⑩ 独創性・主体性 
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本年度は、海外に教育歴を有する生徒や外国籍の生徒が多数在籍していたことから、その教育的

配慮として、論文執筆に使用する言語として日本語以外に英語を認めた。また、卒業論文は本科目に

おける評価に占める割合が大きいことから、教員間での「評価の偏り」を是正する目的で査読を２回

（卒業論文第２稿・最終稿）にわたって実施した。一方で、教員の負担軽減のため、査読する生徒は

２回ともに同一にするとともに、各課題で評価するアカデミック・スキルを限定した上で、評価基準

（ルーブリック）は「知識・理解」「思考・判断・表現」「学びに向かう力」の３領域をそれぞれ５段

階のリッカート尺度で測定できるように構成した。 
また、本年度は COVID-19 の流行によって校外での活動が困難であったことから、校内でのアン

ケート調査の実施を希望する生徒が多数いた。生徒の中には、早朝や夜間にアンケートを配信して

しまう者がいたため、アンケート調査の実施に際しては、①アンケート項目が適切であるかどうか

を検討すること、②指導教員の許可を得ること、③生徒個人のメールアドレスや LINE 等の SNS を

使用しての配信をしないことを徹底するように指導した。その上で、アンケートの協力依頼の生徒

への周知は各 HR 教室への掲示や Microsoft Office 365 のメール機能を用いて行い、Google フォー

ムを使用させる等、可能な限りペーパーレスでのアンケート調査の実施を促した。 
（イ）発表会 
▷ 中間発表会（令和２年６月） 
 発表時間は質疑応答を含めて一人 10 分とし、パワーポイントスライドを作成した上で Zoom を用

いてオンラインで実施した。自宅のインターネット環境により通信状況に差があるため、ビデオの

ON/OFF に関しては任意とし、マイクを使用できない生徒がいる点も配慮してチャットを用いた発

表でも許容した。この発表会では、「研究目的」「研究方法」「先行研究の精査」「研究計画」「参考引

用文献」について述べることを必須とした。 
 

▷ 最終発表会（令和２年 10 月 24 日、３～６限） 
   ３年次生全員が、発表時間８分、質疑応答２分間で自身の研究内容・成果を対面形式でパワーポイ

ントを用いて発表した。この発表会では中間発表会での発表内容に加え、「研究結果」「考察」を説明

するように生徒に求めた。最終発表会に関しては例年とほぼ同様の実施形態で行った。下級生の１・

２年次生も３年次生の発表を聴講し、興味・関心に応じて各時間で会場を移動しながら、自身の課題

研究に対する考えを深めていた様子である。 
 

▷ 学年代表発表会（令和２年 12 月 11 日、18 日） 
   上述の最終発表会において学年の代表として選出された生徒 12 名が、発表時間 12 分、質疑応答

３分間で自身の研究内容・成果を発表した。例年は１つの大規模教室に３年次生全員を収容した形で

最終発表会を実施するが、本年度は COVID-19 の感染予防の観点から、発表者は本会場からの Zoom
でのオンライン発表とし、聴衆の生徒は各 HR 教室に投影された画面を観る形式をとった。３分間

の質疑応答に関しては、指定質問者が本会場において質問をすることとし、各 HR 会場にいる聴衆

の生徒からの質問や意見は Classi を用いて集計し、発表者にフィードバックした。 
 
 

  48  



47 
 

（ウ）ヒアリング（定期面談） 
論文や活動記録等、紙面での活動報告だけでなく、自身の探究活動の進捗を口頭で説明させるヒ

アリングを令和２年６月、令和２年 11 月、令和３年１月の計３回実施した。ヒアリングで問う課題

は生徒の探究活動の進捗状況を踏まえた上で決定し、事前に生徒に課題内容を提示した上で実施し

た。 
 
表２ ヒアリングにおける質問項目 

回・日付 質問項目 

第１回目 
（令和２年６月１２日） 
※ オンラインでの実施 

[1] あなたの卒業研究の研究課題（目的）を冒頭に述べなさい。その

上で、何故、そのような研究課題になったのかを先行研究や調査

資料、自分独自の調査などを挙げて説明してください。 
[2] 質問[1]に述べた研究課題を明らかにするために、どのような調

査や実験などを考えているか、時期や手順を含めて具体的に説明

してください。 

第２回目 
（令和２年１１月１１日） 

※ 対面での実施 

[1] あなたの卒業研究の結論（または、その見込み）を冒頭に明確に

述べなさい。その上で、なぜ、そのような結論に至るのかを論理

の道筋（理路）を明らかにして説明してください。 
[2] あなたが行った研究の「意義」（どのような意味があったのか）

を適切に説明してください。 
第３回目 

（令和 3 年１月） 
※ オンラインでの実施 

あなたの現時点でのライフプランを述べなさい。ただし、その際

に、なぜそのようなライフプランになったのか、高校生活３年間で

の学びや気づきをふまえて述べなさい。 

 
（エ）活動記録 

活動記録の具体的内容は、「（1）前回の「卒業研究」の時間から今日までにやったこと」「（2）今回

の「卒業研究」の時間にやったこと・学んだこと」「（3）次回までに残されている課題や調べておくべ

きこと、準備すべきこと」「（4）次回の「卒業研究」の時間までに予定されている外部での活動」「（5）
指導教員に伝えたいこと」、以上の５項目を設けた。毎回の活動記録の提出は生徒にとって負担にな

っている様子であったが、指導教員が各生徒の探究活動の進捗状況を常に把握する上で有用であった。

活動記録は、提出期日を厳守しているかどうかや、生徒が自身の探究活動の成果や課題を認識してい

るかどうかを評価対象とした。 
 
・おわりに 

以上に述べてきたように、本年度は「卒業研究」の担当教員数の拡充やそれに伴う評価の方法の整理と

簡素化を狙いとしてカリキュラム設計をした。また本年度は、予期せぬ COVID-19 の情勢に大いに左右

され、Zoom や Classi を中心とするオンライン環境整備とそれに並行した論文執筆指導に当たった。実

際のところ、オンラインツールを用いた指導は教員および生徒の双方にとって不慣れな点が多く、さら

に社会情勢を勘案しながら指導計画を修正する等、試行錯誤しながらの指導であったため、生徒にとっ
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ては例年以上に負担が増大してしまった印象は拭えない。しかし、校内外での活動に多くの制約を強い

られ、探究活動が非常に困難な状況下であっても、生徒たちはその環境に適応し、可能な限り自身の考え

や興味・関心を深化させることができた。生徒たちの努力と熱意には頭が下がる思いである。 
本稿は「卒業研究」の指導計画を立案し、指導を実践した教員側の視点のみに基づいて構成されてい

る。生徒たちが総合学科における探究活動の集大成である「卒業研究」を無事に終えた今、探究活動に対

してどのように感じたのか、また、教員が意図した資質・能力を生徒自身が伸長させることができたと認

識しているのかどうかに関しての報告は、本年度末に発行予定の本校研究紀要に筆を預けたい。 
 
参考・引用文献 
1）筑波大学附属坂戸高等学校卒業研究委員会（2020）「令和元年度「卒業研究」実践報告」、『筑波大学

附属坂戸高等学校研究紀要第 57 集』、pp.39-62。 
2）苅谷剛彦（2002）『知的複眼思考法－誰でも持っている想像力のスイッチ－』、講談社。 

（第 2回 WWL研究大会第 24回総合学科研究大会資料集より抜粋） 

（令和 2年度卒業研究委員会） 
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 拠点校では、SGH 時代から筑波大学との連携を中心に、高大連携と高度な学習環境の整備をす

すめてきた。とくに WWL 事業の主要な海外パートナーである ASEAN 各国の大学およびその附属

学校とは 2010 年度から国際交流を開始し、2012 年から毎年、高校生が主体となった「高校生国際

ESD シンポジウム」を開催している。附属学校とは、順次、国際連携協定を締結し連携を深めて

きたため、COVID-19 の影響下にあっても揺るぎない連携事業を実施できた。 
WWL 事業では、その目標達成をめざし、組織的に高大連携を進めていく必要がある。WWL 事

業のターゲットとして設定している、国際的な社会課題である SDGs の学びの高度化では、地球規

模課題学位プログラム（学士：4 年間の英語プログラムで世界各国から留学生が集まっている、略

称 BPGI）と、国際的なネットワークの構築とプログラム開発は、SEAMEO（東南アジア教育大

臣機構）や AIMS（ASEAN International Mobility for Students）を担当している大学国際室と連

携をおこなっている。本年度も、１）地球規模課題学位プログラムとの連携、２）大学国際室との

連携、３）先取り履修を視野に入れた高度な学びの整備状況やその他の特徴的な事例についてまと

める。 
 
１ 地球規模課題学位プログラムとの連携 

地球規模課題学位プログラム（学士）は、文部科学省スーパーグローバル大学創成支援事業の取

組のひとつとして， 2017 年 2 月に新たに開設された学士課程の分野横断型の英語プログラムであ

る。地球規模課題全般を俯瞰する幅広い基礎知識を身に付け、人間と環境に関する課題を解決する

ために分野を超えて必要な情報・技術を自ら意欲的に求めていく姿勢を持ち、多くの選択肢の中か

ら最適な解決を意思決定できる人材育成をめざしている。実践的なトレーニングとなる課題解決型

学習（PBL：Problem/Program Based Learning）を中心としたカリキュラムが組まれているのが

特徴である。SDGs を主体に PBL を行う拠点校の学びと親和性が高く、WWL に指定されたこと

により、連携した取り組みを開始することとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 BPGI の 4 年間のカリキュラム 
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本年度は、2019 年

11 月 7 日（木）に、筑

波大学東京キャンパス

で実施した「第 8 回高

校生国際 ESD シンポジ

ウム・The 1st SDGs 
Global Engagement 
Conference@Tokyo」
において、「グローカ

ルな視点でみる

SDGs」と題した分科

会を、留学生と大学教

員が主導して実施した。各国の代表生徒と、WWL・SGH 関連校等の生徒が 30 名・5 カ国参加し

た国際色豊かな分科会となった。 
 2020 年度は、引き続きシンポジウムにおける連携を継続するとともに、高校生が履修可能な講

義の聴講や、高校生と留学生が同時に履修できるプログラムの開発を検討していたが、COVID-19
の影響により、合宿形式で構想をしていた高大で同時履修できる科目の試行は見送られることとな

った。ただ、WWL 事業と BPGI の事業の親和性が高いことには変わりなく、COVID-19 の状況を

見ながら 2021 年度は共同事業をすすめていきたい。 
 
２ 筑波大学国際室との連携 

 SGH 事業において、筑波大学とはとくに、ASEAN 横断型グローバル課題挑戦的教育プログラ

ム（AIMS）」（平成 25 年度文部科学省・大学の世界展開力強化事業）との連携を 5 年間にわた

り深めてきた。AIMS は拠点校の SGH プログラムと非常に親和性が高い。世界展開力事業として

の文部科学省の指定はすでに終わったが、筑波大学独自の事業として継続されている。 
 また、WWL 事業では新たに、国際室を通じて SEAMEO（東南アジア教育大臣機構）との連携

を深めている。SEAMEO は、加盟国間で教育実習を相互に実施する SEA-teacher プログラムを実

施している（https://seateacher.seameo.org/）。 
SEA-teacher プログラムは 2016 年から開始され、年 2 回のペースで実施されている。日本の

Affiliate メンバーである筑波大学にもこのプログラムへの参画が期待され、2020 年 2 月に、拠点

校をベースに日本ではじめて SEA-teacher プログラムのパイロットプロジェクトが実施された。

インドネシア教育大学（理科 2 名）、コンケーン大学（英語 2 名）、ルソン州立中央大学（公民科

2 名）から来日し、2020 年 2 月 6 日から 27 日までの 3 週間にわたり、校内の多目的交流棟（合宿

所）に宿泊し実施した。2020 年度も受け入れを計画していたが、COVID-19 の影響により中止と

なった。一方で、オンラインによる教育実習の受け入れの検討を開始しており、新たな展開が期待

されている。 
 本年度の大きな成果として、SEAMEO Schools’ Network への加入があげられる。SEAMEO
は、世界中の教育機関間のネットワークとパートナーシップを発展させることを目的とした

筑波大学地球規模課題学位プログラムホームページより 
http://bpgi.tsukuba.ac.jp/jp/feature/learn/ 

  53  



52 
 

SEAMEO Schools’ Network を設立している。教育、科学、文化の優れた実践を他の参加教育機関

と共有するためのプラットフォームを構築し、世界中の教育機関とのつながりを促進していくこと

が目的とされている。  
SEAMEO Schools`Network には ASEAN 諸国を中心におよそ 800 もの教育機関が加盟してい

るが、日本の高等学校で

は初めて SEAMEO 
Schools’ Network への加

盟が認められることとな

った。これまで本校では

SGH（スーパーグローバ

ルハイスクール）のなか

で ASEAN 諸国との関係

を深め、教育プログラム

を開発してきており、

SEAMEO の国内唯一の

Affiliate Member（提携機

関）である筑波大学と連

携して、今後ともグロー

バル教育のネットワーク

の充実に努めていきたい。 
 
３ 先取り履修を視野に入れた高度な学びの整備状況やその他の特徴的取り組み 

 先取り履修の実現に向けた、大学の講義の聴講や共同プログラムの試行に関しては、2020 年

度、筑波大学生物資源学類の科目として、「国際農業研修Ⅶ」として、高校生大学生が同時に履修

できる科目が開設され、大学のシラバスにも掲載された。しかし、残念ながら、COVID-19 の影響

により海外渡航が中止となったため、授業自体も開講の中止が決定された。しかし、シラバスに掲

載され高校生、および大学生が海外で同時にフィールドワークを実施できる体制は整った。事前

に、渡航準備に向けた学習機会の提供など、2021 年度の展開を期待したい。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SEAMEO Schools’ Network 加盟認定書（2020 年 12 月 11 日） 

筑波大学教育課程編成支援システム（KdB）より https://kdb.tsukuba.ac.jp 
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SEAMEO Schools’ Network 加盟認定書（2020 年 12 月 11 日） 

筑波大学教育課程編成支援システム（KdB）より https://kdb.tsukuba.ac.jp 
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１ 国内連携校での海外合同フィールドワークの中止と今後 

 令和 3 年 3 月の国内連携校の高校生によるタスマニア合同フィールドワークの実施を目指し、令

和 2 年 2 月 23 日～3 月 2 日に連携校の教員 8 名による教員研修＆実地踏査を実施した。しかしなが

ら、世界的な COVID-19 感染拡大により、中止となった。感染が収束するまでは海外合同フィール

ドワークを凍結させ、国内での国際交流に方向転換する必要がある。 
 なお、再開後に備え、教員研修＆実地踏査の概要を以下に記載しておく。令和元年度の報告書の

詳細は、以下の URL のとおり。 
http://www.gakko.otsuka.tsukuba.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/03/2019_WWL_report_
202006-1.pdf 

◇ 派遣期間 2020 年 2 月 23 日（日）～3 月 2 日（月） 
◇ 派遣教員 拠点校（筑波大学附属坂戸高校）、連携校（筑波大学附属高校・駒場高校・附属視覚

特別支援高等部、学芸大附属国際中等教育学校、お茶の水女子大附属高校）、筑波大

学附属学校教育局 
◇ 行程 

日付 実 施 内 容 

2/23（日） 17:00 成田空港第 2 ターミナル 3 階出発ロビー I カウンター付近 
19:20 成田発 カンタス航空 QF-80 ⇒ 機中泊 

2/24（月） 
⇒ 7:55 メルボルン着 10:20 メルボルン発 QF-5705 ⇒ 11:35 ホバート着（村田さんと合流） → 昼食 

14:00 ①Rosny College とタスマニア教育局訪問（WWL 連携校についての候補校見学）→ 
17:00 ホテル着 → 夕食                                                      ホバート泊 

2/25（火） 

08:00 ホテル発 → 08:20 タスマニア大学構内（本学世界遺産専攻吉田正人研究室と合流）→ 
09:00 タスマニア大学での事前講義（Anton Ingerfield さん 芝生の上で）→ 移動 → 
10:50 ②先住民保護区（Risdon Cove Conservation Reserve）訪問 → 移動・昼食 → 
14:00 ③Mt. Wellington Park フィールドワーク（Mr. Ben Masterman Ranger for Wellington NP） 
17:20 ホテル着 → ミーティング・夕食                         ホバート泊 

2/26（水） 
08:30 ホテル発 → 10:00 ④Mt. Field National Park フィールドワーク（吉田研究室に帯同）公園入口エ

リア → 背高ユーカリ（ストリンギーバーク レインジャー解説）群落、植生垂直分布、高層湿原 
→ レイクドブソン（Pandani Grove Nature Walk）降雪のため撤退（車内で昼食） 
→ 16:00 ホバート市内散策（文化・歴史） → ホテル着 → ミーティング・夕食            ホバート泊                                                

2/27（木） 
08:00 ホテル発 → 09:00 ⑤パーマカルチャー農場見学（The Little Seed）→ 昼食 
12:30 ⑥ユーカリ原生林伐採地見学（Huon Valley or Styx Valley）→ 17:40 ホテル着 

 → ミーティング・夕食                                                        ホバート泊 

2/28（金） 08:30 ホテル発（チェックアウト） → 移動 → 11:00 ⑦AEON Tasmania Feedlot 見学 → 移動 → 昼食 
15:30 ⑧Hellyer College 見学 → 18:15 ホテル着 → ミーティング・夕食                スミストン泊 

2/29（土） 
08:30 ホテル発（チェックアウト） → 9:20 ⑨Wool north Tour（Cape Grim世界一奇麗な大気、Wind mills） 
14:00 ⑩Tasmanian Rain（鎌田醤油）見学 → 17:00 コテージ着 → 移動 → 
18:00 ⑪Tasmania Devil conservation Park 見学（Tasmanian Devil DFTD） https://devilsatcradle.com/   
19:30 ダブ湖周辺散策（翌日の悪天候に備え） → 移動 → コテージ着             クレイドル泊 

3/1（日） 
10:00 ホテル発（チェックアウト） → 11:00～14:00 ⑫Cradle Mountain フィールドワーク（ダブ湖畔遊

歩道散策 → 移動 →キングビリートラック（途中で昼食） ）→ 移動 → 16:30 ローンセストン空港着 → 
ミーティング → 19:00 同空港発 QF-5740 ⇒ 20:20 メルボルン空港着               メルボルン空港

泊 
3/2（月） 07:30 メルボルン空港（ホテルが隣接） 

09:20 メルボルン発 カンタス航空 QF-79 ⇒ 17:40 成田着 解散 
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【訪問先一覧】 
① Rosny College とタスマニア教育局  ⑦ AEON Tasmania Feedlot 
② Risdon Cove Conservation Reserve  ⑧ Hellyer College 
③ Mt. Wellington Park   ⑨ Wool north 
④ Mt. Field National Park   ⑩ Tasmania Rain（鎌田醤油） 
⑤ パーマカルチャー農場（The Little Seed） ⑪ Tasmanian Devil Conservation Park 
⑥ ユーカリ原生林伐採地   ⑫ Cradle Mountain －Lake St. Clair－ 

ウールノース 

To Melbourne From Melbourne 

スミストン 

 

クレイドルマウンテン 

ローンセストン 

イオン牧場 

マウントフィールド 

ホバート 

ヒューオン 

① 

 

② 

 
ルド

④ 

 
②

③ 

 

ン
⑤ 

 
⑤

⑥ 

 

イ⑦ 

 

⑧ 

 

⑨ 

 

⑪⑫ 

⑩  
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２ 全国国際フォーラムでの連携 

 令和 2 年 12 月 20 日（日）に、文部科学省・筑波大学主催による「SGH・WWL コンソーシアム

構築支援事業全国高校生フォーラム」が、筑波大学東京キャンパス文京校舎を配信元にオンライン

で開催された。COVID-19 感染拡大のため、ポスター発表は動画によるポスタープレゼンテーショ

ンへ、分科会はオンライン開催に変更されて実施された。 
 本学の WWL 事業は、拠点校の附属坂戸高等学校を中心に 12 校（国内 8 校、海外 4 校）の連携

校で構成されており、全国高校生フォーラムには下図の 4 校が参加した。ポスタープレゼンテーシ

ョンの審査では、筑波大学附属高等学校が生徒投票賞、フィリピン大学附属ルーラル高等学校が海

外の最優秀校に与えられる審査委員長特別賞を受賞した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上の 4 校のポスター（英語版）を次頁より掲載し紹介する。また、英語によるポスタープレゼ

ンテーションの動画は、右 URL から視聴することができる。  https://b-wwl.jp/ajhsf2020/  
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◇ 筑波大学附属坂戸高等学校 
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◇ 筑波大学附属高等学校（生徒投票賞受賞） 
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◇ 東京学芸大学附属国際中等教育学校 
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◇ フィリピン大学附属ルーラル高等学校（審査委員長特別賞） 
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「オリンピック・パラリンピック教育」と�
「インクルーシブ教育」の推進
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１ クーベルタン－嘉納ユースフォーラム 2020の開催と成果 

 近代オリンピックの創始者の名を冠した「国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラム

（国際 YF）」が 1997 年度より隔年の持ち回りで開

かれている。 
 日本からは 2009 年より生徒の派遣を開始したが、

日本の生徒の評価は高く、2015 年から 7 名のフルメ

ンバーでの参加が認められた。2013 年 9 月に 2020
東京オリンピック・パラリンピックの開催が決まり、

国内の「オリパラ教育」推進に追い風が吹く中で、国

際YFへの派遣生徒の選考会を兼ねた高校生向けのオ

リンピック教育事業が企画され、「クーベルタン-嘉
納ユースフォーラム（国内 YF）」が始まった。 
 2021 年はキプロスで第 13 回国際 YF が予定されていた。7 名の派遣生徒は 2020 年 12 月に筑波

大学と中京大学で開かれる国内 YF で選考することにしていたが、COVID-19 感染拡大下での宿泊

行事は困難であった。そこでオンラインでの開催に切り替え、筑波大学と中京大学が共同で主催し

た。開催直前に 2021 年夏の国際 YF の延期が正式に発表され、選考の目的は若干後退したが、高校

生年代へのオリンピック教育をメインに実施した。 
さまざまな困難はあったが、オンラインでの 2 日間のプログラムは充実した内容で、参加者の評

価も高く、今後へ向けて大きな可能性を感じるものとなった。1 月末には CJPC によって 7 名の生

徒が選考され、2021 年中に国際 YF の代替イベントが開催された場合は、今回選考された生徒が参

加することとなる。しかし残念ながら、キプロスでの第 13 回国際 YF は 2022 年へ延期となった。 
 
◇ 事業概要（実施要項より引用） 

【目 的】 
 １）オリンピック教育：日本の高校生のオリンピック・ムーブメントやオリンピズムの理解 
 ２）選考：2021 年予定の国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムへの参加者選考 
【主 催】 筑波大学オリンピック教育プラットフォーム（CORE）・中京大学 
【共 催】 日本ピエール・ド・クーベルタン委員会（CJPC） 
     特定非営利活動法人サロン 2002（NPO サロン） 
     特定非営利活動法人日本オリンピックアカデミー（JOA） 
【協 力】 東京都高等学校体育連盟研究部、中京大学スポーツミュージアム 
【期 日】 2020 年 12 月 26 日（土）、27 日（日） ※両日とも 9：00～17：00 
【会 場】 オンライン（Zoom を利用） 
【参加者】 高校生 32 名（および参加校教諭ほか関係者・運営スタッフ等） 
      参加校（人数）：筑波大学附属高校（3 名）、筑波大学附属坂戸高校（2 名）、 
      中京大学附属中京高校（11名）、帝京高校（8名）、自由学園男子部（2名）・女子部（4名）、 
           クラーク記念国際高校（2 名） 
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【プログラムとスケジュール】  
 12 月 26 日（土） 
  9：00～10：00 オープニング／オリエンテーション 
 10：10～11：00 講義① オリンピズムとクーベルタン 
 11：10～12：00 講義② オリンピックと疫病 
 13：00～14：50 講義③ 国際スポーツ大会におけるおもてなしの心 
 15：00～17：00 演習① 中京大学スポーツミュージアム活動（オンライン見学とグルーフﾟ活動） 

 12 月 27 日（日）  
  9：00～10：30 演習② OVEP を用いたグループ活動 
 10：40～12：10 演習③ 英語での討議 
 13：10～15：00 演習③のまとめと発表（日本語） 
 15：10～16：00 オンラインエクササイズ 
 16：00～16：45 クロージング 17：00 解散  
 ※課題レポートを 12 月 28 日（月）中に提出 
 
◇ 参加者の評価と成果 

 各プログラム終了後す

ぐにグーグルフォームを

用いて 5 段階で活動評価

をしてもらった。未提出

者がいるので人数は多少

ずれがある。また高校生

以外のオブザーバーの回

答が数名ずつ含まれる。 
 いずれのプログラムも

高評価を得た。特に初日

の講義はいずれも 8 割以

上が「5」と高い。英語

での討議とそのまとめに

ついては、グループによ

って議論が停滞したとこ

ろがあり、それが数字に

表れていると考えられる。

提示された課題が、日本

語で議論するのも難しい

と感じられたことも影響

しているかもしれない。 
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２ 共生シンポジウムの開催と成果 

 三浦海岸で計画していた共同生活は COVID-19 感染拡大のため中止になったが、12 月 13 日に「共

生社会を目指す芸術・文化交流の集い」をオンラインで開催し、各附属学校の児童生徒および保護

者約 300 人が参加して視聴した。詳細は URL で、以下の通り。 
  http://www.gakko.otsuka.tsukuba.ac.jp/2020_symposium/ 

◇ 開催要項 
【目的】    筑波大学の附属学校群 11 校の幼児児童生徒，保護者，教職員を対象として，芸術・文

化活動を通した交流により，共生社会に向けた意識の涵養を図る。 
【日時】    令和 2 年 12 月 13 日（日）13:00～15:30 
【発信会場】筑波大学附属視覚特別支援学校 
【開催方法】Zoom による開催 
【参 加 者】附属学校所属の幼児児童生徒，保護者，教職員等  
【プログラム】 
 13:00  教育長挨拶，事業の説明等 
 13:10～14:20【第 1 部】講演と演奏 
 『過去は変えられる、マイナスをプラスに』 
    穴澤雄介氏（附属視覚特別支援学校卒、 
    ヴァイオリン・ヴィオラ奏者、作編曲家） 
 14:30～15:35【第 2 部】プレゼンテーションリレー 
 『交流・共生』をテーマにした各附属学校児童生徒による発表 

①駒場 「“ともレク”～ともにレクリエーション～」（動画） 
②大塚 「カラフルピース〜一人ひとりの個性やよさをダンスで表現しよう〜」（動画&出演） 
③小学校「こんな未来がいいな－わたしたちが考える共生とは－」（出演&動画） 
④桐が丘「三浦海岸共同生活で感じたこと＋桐が丘特別支援学校の紹介」（動画） 
⑤坂戸 「コロナ禍にできるインクルーシブ交流」（動画） 
⑥久里浜「箱根に行こう～修学旅行の歌～」（出演&動画） 
⑦中学校「附属の絆＋皆の良さが活きる社会へ」（動画&出演） 
⑧聴覚 「聴覚障害のある私たちがコロナ渦において感じたことや取り組んだこと」（動画） 
⑨高校 「人と人のつながりを大切にしていこう」（出演&動画） 
⑩視覚 「盲学校の学校生活紹介～附属高校文化祭への出展を通して～」（動画） 

 15:35    教育長感想 
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2012 年度から拠点校では、高校生国際 ESD シンポジウムを毎年開催しており、2020 年度で 9
回目の開催となった。SGH 指定期間中は、これと合わせて全国 SGH 校生徒成果発表会を実施して

きた。WWL 指定後から、The SDGs Global Engagement Conference Tokyo とし、WWL で掲げ

ている SDGs に関する国際会議を開催している。COVID-19 の影響で、本年度はあらたな取り組み

として、オンラインでの国際会議の開催に挑戦した。 
 
1 大会概要 

1． 目的：海外の高校生および WWL 校、SGH 校、地域協働事業校等の生徒および教員等が集い、持続

可能な社会づくりに向けた国際シンポジウムを開催することを通じて、参加者が持続可能な社会の実

現を目指してグローバル課題に主体的に取り組む姿勢を涵養するとともに、グローバル人材としての

資質を高める。また、困難な状況にあっても、SDGs の達成に向けたアイデアの共有を行い、変革に

向けた第一歩を踏み出す機会とする。 
 

2．大会メインテーマ  
―The great transformation for 2030. 始めなければ、変われない。― 

 
3．日時 令和 2 年 10 月 31 日（土）9 時 50 分～12 時 30 分 
 
4．大会名称 「第 9 回高校生国際 ESD シンポジウム」および 

「The 2nd SDGs Global Engagement Conference 」Online Version 
 
5．対象 全国の WWL 事業拠点校・共同実施校・連携校、ＳＧＨ指定校、 
        地域協働事業指定校等の生徒および教員、教育関係者、SDGs 関連団体等 
 
6．参加校 
1)Forestry Vocational High School Republic of Indonesia 
2)Bogor Agricultural University Kornita Senior High School 
3)University of the Philippines Rural High School 
4)Laboratory School of Indonesia University of Education 
5)Kasetsart University Laboratory School Bangkok Campus 
6)Melbourne High School 
7)Brihaspati Vidyasadan High School, Nepal 
8)JUNTEN Senior High School 
9)Ehime University Senior High School 
10)Ibaraki Prefectural Mito Agricultural High School 
11)Senior High School at Otsuka, University of Tsukuba 
12)Special Needs Education School for the Deaf, University of Tsukuba 
13)Senior High School at Sakado, University of Tsukuba 
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２ 大会内容 

 2020 年度の大会プログラムは以下の通りである。 
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 はじめてのオンライン開催であったために、これまで1日で開催していたシンポジウムを半日とした。 
国際連携協定校であるインドネシア・ボゴール農科大学教授で附属コルニタ高校のヘル校長から祝辞を

いただいたあと、SDGs に造詣の深い、東京都市大学の佐藤真久教授にキーノートスピーチとして SDGs
に関する講演を英語でいただいた。 
 
 オープニングのあと、５つの分科会を設け９つのブレイクアウトセッションを設けた。 
 
・分科会１：Ethical消費という観点（facilitated by APPJ、日本エシカル推進協議会） 

 定員：約 20 名。エシカル消費に関するワークショップを WWL 連携企業・機関である株式会社アジア

パルプアンドペーパー社・日本エシカル推進協議会のファシリテートにより実施した。紙製品に関する

認証制度の学びとあわせ、各人の SDGs 達成度などを SDGs Survey を活用するなどしてすすめた。 
 
・分科会 2：Changes in Asia－アジアから世界へ。変革と課題―（offered in English） 
 拠点校の海外連携校の高校生が、各国の COVID-19 の現状と、それにより変化したことについて発表

した。発表を嚆矢として、アジア地域全体で求められる変化や課題について検討を行った。 
 
・分科会 3：Fieldwork―それでも現場に出るという視点― 
 拠点校では、現場での学びやアクションを重視している。しかしながら、COVID-19 の影響により、校

外でのアクションに制限がかかった。この分科会では、海外でのフィールドワークを経験した本校卒業

生たちによる「現場」での学び、そこから生まれた変化について発表をおこなったあと、参加者との語り

を重視して行った。 
 
・分科会 4：オンライン口頭発表 
 コロナ禍であっても、調査研究を継続したり、ソーシャルアクションに取り組んだ高校生も多い。国内

外の、高校生による研究・活動の成果発表を行い、課題研究を通じた交流を図った。英語 2 ルーム、日本

語３ルーム設定した。 
 WWL の拠点校である愛媛大学附属高等学校とは、総合学科および農場を有する国立大学附属高校同

士であるという共通点を活かし、さらに JICA 青年海外協力隊に参加経験のある教員が所属する茨城県

立水戸農業高等学校も参加し、国内における課題研究のネットワークも広げた。 
 
・分科会５：IC-NET 株式会社×1 年 D 組 
 拠点校では、SGH 指定期間中に SGH 事業に中心的に取り組む SG クラスを新設した。SG クラス（D
組）は、毎年全員が国際シンポジウムに参加している。本年度は COVID-19 の影響により直接交流の機

会が減ったが、WWL 連携企業の IC-NET 株式会社の協力のもと、ネパールおよびオーストラリアの高

校との交流プログラムを実施した。 
 
クロージングセッションでは、筑波大学国際室野村名可男准教授より参加高校生に対してのレビュー

があり、大会を締めくくることができた。 
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参加者の感想（筑波大学附属視覚特別支援学校高等部の生徒より） 
 高校生国際 ESD シンポジウムにオンラインで初参加した４名から、以下の感想があった。 

１．ESD シンポジウムに参加しての全体的な感想 

２．参加してよかったこと（特にどの発表が良かったか、またその発表が私の学習にどう役立っ

たかなどを書いてください） 

３．参加して困ったこと 

４．オンラインで不便だったこと 

５．今度はこんなテーマの発表を聞いてみたいこと、もしくは発表してみたいこと 

６．その他、気づいたこと、改善してほしいこと等 

 
【高１生徒①】 

１．僕は、外国人の方との関わりがあまり多くないので、今回のシンポジウムで、沢山の方の話を聞け

てとてもいい経験になりました。 

２．僕は、発表を聞いている時、単語の意味がわからず、内容をきちんと理解できなかった部分があり

ましたが、とてもいい経験になりました。 

４．単語が途切れ途切れになっているところがあり、聞き取りづらい時がありました。チャットがボイ

スオーバーで聴けなくて確認することが出来なかったことです。 

【高１生徒②】 

１．私は ESD シンポジウムを通して、英語への関心が高まりました。海外の高校生が自分の意見を発

表している様子は、とても刺激を受けるものでした。 

２．ESD シンポジウムの雰囲気を感じることができたことです。よかったと思う発表は、私の英語能

力では発表の全てを理解することができなかったので、どれとは言うことができません。しかし、こ

の経験から英語を学ぶことに自分なりに意味を感じることができ、よかったです。 

３．パワーポイント？を使って発表する団体があったため、途中少しついていけなくなってしまったこ

とです。 

５．今度は、コロナウイルスが収まったらですが、実際に触れることができるものがあればよいと思い

ました。 

６．私には少し難しいと感じましたが、とても良い経験になりました。英語頑張りたいと思います。 

 またなにかありましたらよろしくお願いします。 

【高２生徒①】 

１．全体的に聞きやすかったのですが、人によってスピーカーからの位置が違ったので何を言いたいの

かがわからない時がありました。 

２．私が一番よいと感じた発表はタイの人のものです。そこで分かったことは、そもそも Cola Candy
とは何かを理解できたことです。 

３．全体的に英語の話す速度が速かったことです。 

４．PC で Zoom に入っていたので、チャットを見るのが大変でした。 

５．世界の社会福祉の状況について聞いてみたいです。 

６．私は今回寄宿舎にいて参加したのですが、気軽に参加できたのはよかったです。 
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【高２生徒②】 

私は、もともと自然環境（特に森林）について興味があったのですが、改めて地球の中で起きる現象は

すべてが影響し合っていることを学びました。特に、キーノートスピーチで、SDGs のすべての項目が繋

がっているという話が出た時に、もっと詳しく SDGs の 17 項目について調べてみたいと思いました。 

また、確認なのですが、高校生の皆さんの発表の中に、果物がカの対策に役立つという発表をした方は

いらっしゃいましたでしょうか。もし、そのような内容の発表ならば、私はその発表が一番印象に残って

います。人々が職を得ながら、住環境を安全にできれば、それは素晴らしいことだと思いました。 

 今回、ズームで参加して困ったことが一つだけあります。それは、スピーチへの質問が、チャットで受

け付けられていたことです。チャットの内容を読み上げてくださる方もいらっしゃいましたが、やはり

受信量が多すぎて、途中話についていけなかったり、自分から発信することが難しかったりしました。 

 最後に私が発表してみたい内容は、森林と日本の文化の関係から、森林の大切さを考えるというもの

です。私は森林と人間との関係や、人が森林から恵みを受け続ける方法などについて興味があるので、緑

の適切な管理方法や森林が生み出すものなどについて多くの人に知ってほしいと思いました。そこで、

昔から森林と密接に関わってきた日本の伝統的な文化も広めたいです。 

 
３ まとめ 

オンラインでの開催で改めて感じたことは、これまでの連携先との信頼関係の大切さであった。はじめ

ての開催であり、戸惑うことも多く、事前の打ち合わせが不十分なところもあったが、多くの支援をいた

だき無事、開催することができた。最終的に、オンラインの利点を活かし、海外校からの参加は昨年度を

上回り、筑波大学の附属学校群からの参加もあった。これまでのネットワーク、新たなネットワーク、オ

ンラインの利点、対面の利点などを整理しながら、来年度、10 回目を迎えるシンポジウムの在り方を検

討していきたい。 
 

第 9 回高校生国際 ESD シンポジウム 
The 2nd SDGs Global Engagement Conference  

On Line version 2020 
SDG を軸に、海外 7 校、国内 6 校が参加 

（左：大会プログラム表紙 右：司会生徒） 
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１ SGH および WWL コンソーシアム構築支援事業連絡協議会の開催 

 令和 2 年 10 月 29 日に「2020 年度スーパーグローバルハイスクールおよび WWL コンソーシア

ム構築支援事業連絡協議会」（筑波大学主催）が、オンラインで開催され、平成 28 年度 SGH 指定

校 11 校・令和元年度 WWL 開発拠点校 12 校、令和 2 年度 WWL 開発拠点校 11 校などから関係者

約 130 名が参加した。その概要は以下のとおりである。 
◇ 開催日時 10 月 29 日（木）14:00～16:00 
◇ 開催方法 ウェブ会議システムによるオンライン開催（発信会場：筑波大学文京校舎） 
◇ 内容 
（１）COVID-19 拡大の影響下における各指定校の SGH 及び WWL の取り組みにおける工夫や困

難な事例等の共有 
（２）各事業実施に際しての各指定校におけるカリキュラム・マネジメントの検討例について 
◇ プログラム 

時間 内容 発表者 
14:00-14:05 
（5 分） 

開会 
筑波大学附属学校教育局（茂呂教育長） 

第１部：COVID-19 拡大の影響下における各指定校の SGH 及び WWL の取り組みにおける工夫や困

難な事例等      
 司会：筑波大学附属学校教育局（荒井特任助教） 

14:05-14:12 
（7 分） 

事例発表① 『コロナ禍における海外オンラ

インフィールドワークの実施に向けて』 高槻高等学校・中学校 

14:14-14:21 
（7 分） 事例発表② 『海外研修の取り組み』 立命館(立命館宇治高等学校) 

14:23-14:30 
（7 分） 事例発表③ 『高大連携による人材育成』 愛媛大学(愛媛大学附属高等学校) 

14:32-14:52 
（20 分） 意見交換 司会：筑波大学附属学校教育局（濱本次長） 

14:52-14:57 
（5 分） 第１部総括 筑波大学附属学校教育局（濱本次長） 

14:57-15:07
（10 分） 休憩 

第２部：各事業実施に際しての各指定校におけるカリキュラム・マネジメントの検討例 
                       司会：筑波大学附属学校教育局（荒井特任助教） 

15:07-15:14 
（7 分） 

事例発表① 『コロナ禍における新たな学び

のプラットフォーム構築』 大阪府教育庁高等学校課 

15:16-15:23 
（7 分） 

事例発表② 『新教育課程に向けた校内改革 

～生徒が自ら走り出す学校づくり～』 宮城県気仙沼高等学校 

15:25-15:45 
（20 分） 

意見交換 司会：筑波大学附属学校教育局（濱本次長） 

15:45-15:50 
（5 分） 

第２部総括 筑波大学附属学校教育局（濱本次長） 

15:50-16:00 
（10 分） 

文部科学省からの連絡 
閉会 

文部科学省挨拶 
（安彦室長） 
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２ 全国高校生フォーラムの開催 

令和 2 年 12 月 20 日に「2020 年度スーパーグローバルハイスク

ールおよびＷＷＬコンソーシアム構築支援事業全国高校生フォー

ラム」（文部科学省・筑波大学主催）が、初めてオンラインで開催

され、平成 28 年度 SGH 指定校 11 校・SGH アソシエイト 1 校・

令和元年度 WWL 拠点校・連携校 31 校・令和 2 年度 WWL 拠点校・

連携校 22 校（連携校を含む）など、計 65 校などから関係者約 500
名が参加した。その概要は以下のとおりである。 

◇ 開催日時 12 月 20 日（日）13:00～15:30 
◇ 開催方法 Zoom ミーティングによるオンライン開催 
      （発信会場：筑波大学文京校舎） 
◇ 全体プログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時程

13:00 開会式 オープニング動画(昨年のｽﾗｲﾄﾞｼｮｰ30秒程度）

13:01 開会宣言(司会生徒・渋谷教育学園渋谷高校)

13:03 挨拶（文科省・ビデオメッセージ）

13:05 全体説明(司会生徒・渋谷教育学園渋谷高校)

13:08 分科会

分科会ｾｯｼｮﾝ

  （80分)

14:30 総会ｾﾚﾓﾆｰ 司会生徒トーク（渋谷教育学園渋谷高校）

挨拶（幹事管理機関）筑波大学・教育長

表彰式 ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ生徒投票賞受賞校発表

表彰状授与

ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ審査委員長特別賞発表

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校4校発表

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

4分→ ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ優秀校ﾌﾟﾚｾﾞﾝ(動画)

ﾎﾟｽﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ最優秀校(文科大臣賞)発表

表彰状・トロフィー授与（２画面構成？）

閉会式 挨拶（文科省・ビデオメッセージ）

15:30 閉会 閉会宣言(司会生徒・渋谷教育学園渋谷高校)

内容

分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会 分科会

A1 A2 B1 B2 C1 C2 C3 D1

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

T.A. T.A. T.A. T.A. T.A. T.A. T.A. T.A.

持続可能

な開発

格差のない社会 自然環境と生活 社会環境と生活

― 3 ―

PROGRAM

13：00 ～ 13：10 開会式　Opening Ceremony

13：15 ～ 14：35 参加生徒交流会（テーマ別分科会）
Discussion by Topic

14：40 ～ 16：00 総会　Plenary

各賞の発表及び動画紹介・配信
Announcement of Awards, 
Introduction and Streaming of Presentation Videos

　　生徒投票賞
　　Students’ Choice Award

　　審査委員長特別賞
　　Chief Judge’ s Special Award

　　審査委員長賞
　　Chief Judge’ s Award

　　文部科学大臣賞
　　Minister of Education Award

講評　Comments

　　筑波大学（幹事機関）副学長 茂呂雄二
　　Vice President, University of Tsukuba
　　MORO Yuji

　　SGH 企画評価会議座長
　　広島大学名誉教授 二宮　皓
　　Chair, SGH Planning and Evaluation Committee
　　  Professor Emeritus, Hiroshima University  

NINOMIYA Akira

　　WWL 企画評価会議座長
　　早稲田大学前総長 鎌田　薫
　　  Chair, WWL Planning and Evaluation Committee
　　  Former President, Waseda University  

KAMATA Kaoru

総評　General Remarks

16：00 閉会式　Closing Ceremony
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◇ テーマ別分科会 生徒資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020年度 全国高校生フォーラム 参加生徒交流会（テーマ別分科会） 

（１）ねらい 
・国際的な課題意識をもった生徒が集まり、SDGs の 17目標に関してディスカッションする機会を通じて、ポスタープレゼンテーショ

ンの発表テーマに関連する（ことを中心として）課題研究を深めるとともに、他校の生徒留学生とつながり、テーマを通じたネッ
トワークを作る等、今後の研究の糧となるようなきっかけづくりをする。 

・テーマ別のディスカッションを通して、地球規模の課題について英語で分かりやすく議論する力や積極性を養う。 

（２）テーマ別分科会の設定 
SDGs の 17目標を下記のように４つの大テーマに設定し、各大テーマにつき 1～3 の分科会に分けた。 

【A︓格差のない社会をめざして】→分科会 A-1(9校・24 アカウント)、A-2(8校・24 アカウント) 
①貧困をなくそう、②飢餓をゼロに、③すべての人に健康と福祉を、⑤ジェンダー平等を実現しよう 

サブタイトル︓私たちにできることは何︖（Protecting Human Rights） 
【B︓自然環境と生活】→ 分科会 B-1(7校・20 アカウント)、 B-2(6校・21 アカウント) 

⑥安全な水とトイレを世界中に、⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに、 
⑬気候変動に具体的な対策を、⑭海の豊かさを、⑮陸の豊かさも守ろう 

サブタイトル︓どうしたら持続可能な開発が可能か︖（Promoting Sustainable Development） 
【C︓ 社会的環境と生活】→ 分科会 C-1(8校・25 アカウント)、分科会 C-2(８校・24 アカウント)、 

分科会 C-3(8校・25 アカウント) 
④質の高い教育をみんなに、⑧働きがいも経済成長も、⑩人や国の不平等をなくそう、 

⑯平和と公平をすべての人に 
サブタイトル︓平和と安全を守るにはどうする︖（Maintaining International Peace and Security） 

【D︓ 持続可能な産業と開発】→ 分科会 D-1(９校・29 アカウント) 
⑨産業と技術革新の基盤をつくろう、⑪住み続けられるまちづくりを、 

⑫つくる責任つかう責任、⑰パートナーシップで目標を達成しよう  
サブタイトル︓幸せな社会づくりを考えよう（Building Happiness） 

（３）内容 
参加生徒交流会（テーマ別分科会）では、ラウンド１～3 において Q1～をテーマに発表および討論を行う。 

【ラウンド 1】 学校紹介と問題提起（プレゼンのテーマを軸に学校単位の発表 １校あたり 3分 30分程度） 
Q1︓あなたの学校はどういう学校で、特色は何か︖（学校紹介） 

Q2︓ポスタープレゼンテーションのテーマを軸に、国際的視点で重要な問題は何か︖（問題提起） 
※ Q1→Q2 の順で発表する。 

【ラウンド２】 自由討議（プレゼンのテーマやサブタイトルを参考にアカウント単位の発表 20分程度） 
Q3︓その問題の原因や課題として、何が考えられるか︖（分析・検討） 

Q4︓そのために、高校生の私たちに何ができるか︖（提言） 
※ Q3～4 を連動させて討議しても構わない。 

【ラウンド３】 振返り（サブタイトルを参考にアカウント単位の発表 15分程度） 
Q5︓この分科会で新しく学んだことは何か︖ 

※ ラウンド１～２で発言していないアカウントの生徒は積極的に発言する。 
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（４）参加生徒交流会（テーマ別分科会）の進め方 

所要時間︓80 分（13:15～14:35） 
参加校数︓6～９校、20～29 アカウント（留学生含む） 
タイムスケジュール 

時刻 参加生徒交流会（テーマ別分科会）の内容 

13:15 参加生徒交流会（テーマ別分科会）内容の説明（5 分） 

  司会進行 TA 参加校とアカウントの確認、開始、TA 自己紹介、タイムキーパー 

  内容説明 アドバイザーの先生 サブタイトルを提議して議論して欲しい点や結論を導き出すための議論の方法等の説明 

13:20 ラウンド 1︓学校紹介と問題提起（約 30 分） 

  司会進行 TA 各学校の指名→生徒発表後にアドバイザーへ→終了 

  生徒発表 
各学校の生徒 
（代表のアカウントで） 

Q1︓あなたの学校はどういう学校で、特色は何か︖（簡単に） 

Q2︓国際的視点で重要な問題は何か︖ 

  アドバイス アドバイザーの先生 各校からの発言のまとめ 

13:50 ラウンド２︓自由討議（約 20 分） 

  司会進行 TA 各アカウントの指名→随時アドバイザーへ橋渡し→終了 

  生徒討議 各アカウントの生徒 
Q3. その問題の原因や課題として、何が考えられるか︖ 

Q4. そのために、高校生の私たちに何ができるか︖ 

  アドバイス アドバイザーの先生 随時、状況に応じて助言や問題提起 

14:10 ラウンド３︓振返り（約 15 分） 

  司会進行 TA 優先的に未発言アカウントの生徒を指名→終了 

  生徒発表 各アカウントの生徒 
Q5︓この分科会で新しく学んだことは何か︖ 

（多くの生徒が発表） 

14:25 まとめ（約 10 分） 

  司会・感想 TA TA の感想→アドバイザーの先生へ橋渡し→終了 

  講評 アドバイザーの先生 ラウンド１～３についての講評 

（５） ポイント 
・事前に同じ分科会の高校のポスタープレゼンテーションを詳しく学習し、当日は手元に用意しておくこと。 
・活発な議論となるよう、積極的に発言すること。同時に、全員が議論に参加できるように、英語で分かり 
やすくゆっくりと発言するように心がけること。 

   ・Q1 では、短い時間で学校を紹介すること。 
   ・Q2 では、参加校は手元に資料を用意しているので、それを前提に口頭で説明すること。 

・Q3～4 では、該当する SDGs の目標を意識して発表すること。Q4 の 「私たちに何ができるか︖」 では、実現可能
性を十分に考えて議論すること。 

・Q5 では、それまでに発表していない生徒（アカウント）が積極的に発言すること。 

（６）その他 
    ・参加生徒交流会（テーマ別分科会）への接続方法等については、12 月 17 日（木）前後にお知らせいたします。 

・留学生の皆さんも、他の生徒と同じように議論に参加し、自身の経験や関心にもとづきながら、ぜひ積極的な発言を。 
・視聴者枠として、学校外の関係者が視聴しています。 
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【テーマ別分科会一覧】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アドバイザー

筑波大学
TA

氏名・所属 所属

2806 創価高等学校
Ａ：格差のない社会をめざして
Ｃ：社会的環境と生活

A－１ 2

2807 高槻高等学校・中学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 1

アジア架け橋（2807 高槻高等学校・中学校） A－１ 2

W201901-2筑波大学附属高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 3

W201902-3東京都立日比谷高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 3

W201902-4東京都立大泉高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 1

W201905-2静岡県立静岡高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 4

W201907-1大阪府立北野高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 4

W202003-1京都府立鳥羽高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－１ 4

2803 埼玉県立浦和第一女子高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 4

2809 佐賀県立佐賀農業高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 2

W201902-1東京都立南多摩中等教育学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 1

W201903-2清教学園高等学校
Ａ：格差のない社会をめざして
Ｃ：社会的環境と生活

A－２ 4

W201905-1静岡県立三島北高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 1

W201905-3静岡市立高等学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 4

W201906-4高雄市私立三信高級家事商業職業学校 Ａ：格差のない社会をめざして A－２ 4

W201910-3広島県立広島高等学校
Ａ：格差のない社会をめざして
Ｃ：社会的環境と生活

A－２ 4

2801 宮城県気仙沼高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－１ 3

A45  甲南高等学校
Ｂ：自然環境と生活／Ｃ：社会的環境と生
活／Ｄ：持続可能な産業と開発

B－１ 1

W201906-2福岡雙葉高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－１ 4

W201908-4Fenix Kunskapscentrum (フェニックス高校) Ｂ：自然環境と生活 B－１ 2

W201910-2広島県立呉三津田高等学校
Ｂ：自然環境と生活／Ｃ：社会的環境と生
活／Ｄ：持続可能な産業と開発

B－１ 4

W202006-1岡山県立岡山操山中学校・高等学校
Ａ：格差のない社会をめざして／Ｂ：自然
環境と生活／Ｃ：社会的環境と生活

B－１ 2

W202009-2京都学園中学校・高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－１ 4

2804 千葉県立佐倉高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 2

2808 和歌山県立日高高等学校
Ｂ：自然環境と生活
Ｄ：持続可能な産業と開発

B－２ 3

W201902-2東京都立白鷗高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 4

W201910-1広島県立広島国泰寺高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 4

W202005-2大阪教育大学附属高等学校池田校舎 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 4

W202006-2岡山県立倉敷天城中学校・高等学校 Ｂ：自然環境と生活 B－２ 4

2802 栃木県立佐野高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 3

W201903-1渋谷教育学園渋谷高等学校
Ｃ：社会的環境と生活
Ｄ：持続可能な産業と開発

C－１ 4

W201907-2大阪府立豊中高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 4

W201908-1神戸市立葺合高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 2

W202002-1長野県上田高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 1

W202006-3岡山県立玉島高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 4

W202007-1広島大学附属福山中・高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 3

W202011-2鹿児島県立鶴丸高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－１ 4

2805 東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 2

W201901-4フィリピン大学附属ルーラル高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 C－２ 3

W201904-1金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 1

W201906-3立命館高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 2

W201909-1関西学院高等部 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 4

W202007-2広島県立福山誠之館高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 4

W202009-1中村学園女子高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 4

W202011-1熊本県立熊本高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－２ 4

Sandoval
Felipe

医学医療系

地球規模

課題学位

プログラ

ム

24

渡部　宏樹

人文社会系

地球規模

課題学位

プログラ

ム

25

辻村　真貴

生命環境系

生物資源
学類

21

吉田　正人

芸術系

生物資源
学類

20

24

地球規模

課題学位

プログラ

ム

24

ｱｶｳﾝﾄ

東野　篤子

秋山　肇

人文社会系

人文社会系

地球規模
課題学位
プログラム

参加

ｱｶｳﾝﾄ
学校名 希望分科会 分科会

テーマ 分科会
筑波大学

学校名 ｱｶｳﾝﾄ
参加 
ｱｶｳﾝﾄ

アドバイザー TA
氏名・所属 所属

格差のない社会を
めざして

A －１
東野  篤子 
人文社会系

地球規模課
題学位プロ
グラム

2806 創価高等学校 2

24

2807 高槻高等学校・中学校 1
アジア架け橋（2807 高槻高等学校・中学校） 2
W201901-2 筑波大学附属高等学校 3
W201902-3 東京都立日比谷高等学校 3
W201902-4 東京都立大泉高等学校 1
W201905-2 静岡県立静岡高等学校 4
W201907-1 大阪府立北野高等学校 4
W202003-1 京都府立鳥羽高等学校 4

A －２
秋山  肇人 
文社会系

地球規模課
題学位プロ
グラム

2803 埼玉県立浦和第一女子高等学校 4

24

2809 佐賀県立佐賀農業高等学校 2
W201902-1 東京都立南多摩中等教育学校 1
W201903-2 清教学園高等学校 4
W201905-1 静岡県立三島北高等学校 1
W201905-3 静岡市立高等学校 4
W201906-4 高雄市私立三信高級家事商業職業学校 4
W201910-3 広島県立広島高等学校 4

自然環境と生活

B －１
吉田  正人 

芸術系
生物資源学
類

2801 宮城県気仙沼高等学校 3

20

A45  甲南高等学校 1
W201906-2 福岡雙葉高等学校 4
W201908-4Fenix Kunskapscentrum ( フェニックス高校 ) 2
W201910-2 広島県立呉三津田高等学校 4
W202006-1 岡山県立岡山操山中学校・高等学校 2
W202009-2 京都学園中学校・高等学校 4

B －２
辻村  真貴 
生命環境系

生物資源学
類

2804 千葉県立佐倉高等学校 2

21

2808 和歌山県立日高高等学校 3
W201902-2 東京都立白鷗高等学校 4
W201910-1 広島県立広島国泰寺高等学校 4
W202005-2 大阪教育大学附属高等学校池田校舎 4
W202006-2 岡山県立倉敷天城中学校・高等学校 4

社会的環境と生活

C －１
渡部  宏樹 
人文社会系

地球規模課
題学位プロ
グラム

2802 栃木県立佐野高等学校 3

25

W201903-1 渋谷教育学園渋谷高等学校 4
W201907-2 大阪府立豊中高等学校 4
W201908-1 神戸市立葺合高等学校 2
W202002-1 長野県上田高等学校 1
W202006-3 岡山県立玉島高等学校 4
W202007-1 広島大学附属福山中・高等学校 3
W202011-2 鹿児島県立鶴丸高等学校 4

C －２
Sandoval 

Felipe 
医学医療系

地球規模課
題学位プロ
グラム

2805 東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校 2

24

W201901-4 フィリピン大学附属ルーラル高等学校 3
W201904-1 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校 1
W201906-3 立命館高等学校 2
W201909-1 関西学院高等部 4
W202007-2 広島県立福山誠之館高等学校 4
W202009-1 中村学園女子高等学校 4
W202011-1 熊本県立熊本高等学校 4
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アドバイザー TA
氏名・所属 所属

W201901-3東京学芸大学附属国際中等教育学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 2

W201904-2石川県立七尾高等学校
Ｃ：社会的環境と生活
Ｄ：持続可能な産業と開発

C－３ 4

W201906-1立命館宇治高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 4

アジア架け橋(W201906-1立命館宇治高等学校) C－３ 4

W202001-1富士見丘高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 3

W202002-2長野県松本県ケ丘高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 3

W202010-1長崎県立長崎東中学校・長崎東高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 4

W202012-2宮崎県立宮崎北高等学校 Ｃ：社会的環境と生活 C－３ 1

2811 沖縄県立那覇国際高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W201901-1筑波大学附属坂戸高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 1

W201907-3大阪府立三国丘高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202003-2秋田県立秋田南高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202004-1同志社国際高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202005-1大阪教育大学附属高等学校平野校舎 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202005-3金光学園中学・高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 4

W202008-1愛媛大学附属高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 2

W202012-1宮崎県立宮崎大宮高等学校 Ｄ：持続可能な産業と開発 D－１ 2

生物資源
学類

25

生物資源
学類

29

野村名可男

生命環境系

Jactat
Bruno

人文社会系

ｱｶｳﾝﾄ
参加
ｱｶｳﾝﾄ

学校名 希望分科会 分科会

テーマ 分科会
筑波大学

学校名 ｱｶｳﾝﾄ
参加
ｱｶｳﾝﾄ

アドバイザー TA
氏名・所属 所属

社会的環境と生活 C － 3
野村名可男
生命環境系

生物資源
学類

W201901-3 東京学芸大学附属国際中等教育学校 2

25

W201904-2 石川県立七尾高等学校 4
W201906-1 立命館宇治高等学校 4
アジア架け橋 (W201906-1 立命館宇治高等学校 ) 4
W202001-1 富士見丘高等学校 3
W202002-2 長野県松本県ケ丘高等学校 3
W202010-1 長崎県立長崎東中学校・長崎東高等学校 4
W202012-2 宮崎県立宮崎北高等学校 1
2811 沖縄県立那覇国際高等学校 4

持続可能な産業と
開発

D － 1
Jactat Bruno
人文社会系

生物資源
学類

W201901-1 筑波大学附属坂戸高等学校 1

29

W201907-3 大阪府立三国丘高等学校 4
W202003-2 秋田県立秋田南高等学校 4
W202004-1 同志社国際高等学校 4
W202005-1 大阪教育大学附属高等学校平野校舎 4
W202005-3 金光学園中学・高等学校 4
W202008-1 愛媛大学附属高等学校 2
W202012-1 宮崎県立宮崎大宮高等学校 2
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３ ホームページでの情報発信と共有 

 
WWL構想の概要やWWL関係校の情報を掲載し，WWL関係校から寄せられる活動予定や活動

報告等を随時更新して発信することにより，各校の取組情報等の発信を広く行った。アクセス数が

多かったのは，「WWLとは」についてと「2020年度全国高校生フォーラム」についてのページだ
った。アクセス数は，2020年度中に 2万件を超えている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://b-wwl.jp/ 
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